
幕
藩
制
的
秩
序
の
形
成
過
程

　
　
　
　
ー
諏
訪
に
お
け
る
そ
の
実
態
1

佐
々
木
潤
之
介

　
　
　
　
　
は
　
じ
　
め
　
に

　
従
来
、
展
開
さ
れ
て
来
た
幕
藩
制
論
に
つ
い
て
、
そ
れ
が
現
在
一
定
の
水
準
ま
で
に
達
し
、
停
滞
的
な
様
相
を
示
す
に
い
た
っ
た
と
い

う
評
価
に
立
て
ば
、
そ
の
停
滞
の
理
由
は
、
数
多
く
あ
ろ
う
が
、
そ
の
な
か
で
、
と
り
あ
え
ず
筆
者
が
考
え
て
い
る
方
法
上
の
問
題
と
し

て
は
、
第
一
に
、
幕
藩
権
力
の
権
力
構
成
の
原
理
に
、
視
点
が
確
定
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
、
第
二
に
、
幕
藩
制
論
の
論
拠
が
、
特
定
の
地

域
社
会
の
封
建
的
諸
実
体
の
実
証
的
分
析
に
基
い
て
お
ら
ず
、
そ
の
故
に
、
幕
藩
制
論
が
、
地
域
社
会
研
究
の
実
証
的
検
討
の
抽
象
的
・

論
理
的
展
開
と
し
て
行
わ
れ
ず
、
わ
ず
か
に
、
諸
法
令
を
対
象
と
す
る
政
策
史
的
観
点
か
ら
の
分
析
に
ょ
っ
て
、
補
完
さ
れ
て
い
る
に
す

ぎ
な
い
こ
と
、
の
二
点
で
あ
る
。

　
前
者
に
つ
い
て
は
、
筆
者
は
、
そ
の
見
通
し
を
、
「
幕
藩
制
第
一
段
階
の
諸
画
期
」
（
歴
史
学
研
究
二
六
〇
号
所
収
）
と
し
て
記
述
し
た
が
、

そ
の
実
証
と
、
後
者
の
観
点
と
に
基
い
て
、
「
諏
訪
に
お
け
る
幕
藩
制
」
と
し
て
、
長
野
県
諏
訪
郡
の
分
析
を
行
い
つ
つ
あ
る
。

　
諏
訪
を
、
そ
の
対
象
と
し
た
視
点
は
、
一
つ
に
は
、
諏
訪
氏
が
幕
藩
制
下
に
お
い
て
、
譜
代
小
藩
と
し
て
の
地
位
を
も
つ
こ
と
に
あ
る
。

　
　
　
　
　
幕
藩
制
的
秩
序
の
形
成
過
程
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由
来
、
譜
代
小
藩
に
つ
い
て
は
、
藩
政
史
科
が
き
わ
め
て
少
な
く
、
従
っ
て
、
個
別
的
分
析
に
お
い
て
も
そ
の
成
果
は
皆
無
に
近
い
。

　
史
科
的
に
は
、
諏
訪
に
お
い
て
も
そ
の
例
外
で
は
な
い
の
で
あ
る
が
、
譜
代
大
名
分
析
の
必
要
性
に
か
ん
が
み
、
筆
者
の
、
研
究
対
象

　
と
し
う
る
唯
一
の
そ
れ
と
し
て
取
り
上
げ
る
こ
と
と
す
る
。

　
諏
訪
地
方
分
析
の
今
一
つ
の
視
点
は
、
幕
末
ー
明
治
期
に
お
け
る
所
謂
諏
訪
製
糸
業
の
独
自
の
顕
著
な
発
展
を
前
提
に
、
封
建
制
か
ら

　
資
本
制
へ
の
移
行
の
、
一
つ
の
典
型
と
し
て
考
察
す
る
と
い
う
こ
と
に
あ
る
。
こ
の
視
点
に
立
っ
て
も
、
や
は
り
、
諏
訪
に
お
け
る
封

　
建
制
の
分
析
が
、
前
提
と
し
て
不
可
欠
で
あ
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。

　
本
稿
は
、
右
の
規
定
よ
り
行
う
「
諏
訪
に
お
け
る
幕
藩
制
」
の
、
一
部
を
な
す
も
の
で
あ
り
、
殊
に
、
諏
訪
に
お
け
る
中
世
か
ら
、
近

世
へ
の
移
行
を
、
諏
訪
氏
の
権
力
構
造
と
、
基
礎
構
造
の
展
開
の
二
点
に
焦
点
を
合
わ
せ
て
追
求
す
る
こ
と
を
当
面
の
任
務
と
し
て
い
る

も
の
で
あ
る
。

一
　
神
人
構
成
の
動
揺

　
諏
訪
頼
重
は
、
大
永
元
年
「
大
祝
」
に
「
即
位
」
し
、
諏
訪
神
社
の
伝
統
に
支
え
ら
れ
て
、
惣
領
制
的
支
配
者
の
地
位
に
就
い
た
。
す

で
に
諏
訪
・
高
遠
の
地
に
勢
力
圏
を
も
っ
て
い
た
諏
訪
氏
は
、
こ
の
時
代
、
隣
国
の
武
田
氏
と
の
対
抗
関
係
を
一
層
強
い
も
の
と
し
は
じ

め
、
遂
に
、
天
文
一
一
年
、
諏
訪
勢
力
は
、
全
く
武
田
氏
に
よ
っ
て
併
合
さ
れ
て
し
ま
う
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
惣
領
た
る
頼
重
が
、

信
玄
の
婚
姻
政
策
に
よ
っ
て
服
従
せ
し
め
ら
れ
、
つ
い
で
、
天
文
一
五
年
、
自
害
さ
せ
ら
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
結
末
を
み
る
。

　
右
の
概
括
的
過
程
に
お
け
る
武
田
氏
と
の
抗
争
の
時
代
、
諏
訪
氏
の
勢
力
の
中
心
と
し
て
、
主
要
な
役
割
を
果
た
し
た
の
は
、
所
謂



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

「
頼
重
公
一
族
家
臣
」
の
「
交
名
」
に
み
ら
れ
る
家
臣
で
あ
っ
た
。
そ
こ
に
は
、
二
三
人
の
名
が
記
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
ら
の
人
び
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ
　
　
ヤ

は
、
実
際
の
血
縁
．
婚
姻
関
係
は
い
か
に
あ
れ
、
と
も
か
く
、
頼
重
公
一
族
と
し
て
意
識
さ
れ
、
構
成
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
っ
て
、
頼
重

の
惣
領
的
地
位
を
は
っ
き
り
示
し
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
と
共
に
、
頼
重
が
「
大
祝
」
で
あ
る
事
情
は
、
諏
訪
」
旋
を
、
諏
訪
神
社

と
の
結
ぴ
つ
き
に
よ
っ
て
構
成
し
て
い
る
重
要
な
紐
帯
な
の
で
あ
っ
て
、
こ
れ
ら
の
二
三
人
の
人
び
と
は
、
そ
れ
ぞ
れ
に
、
権
祝
・
小

祝
．
禰
宜
太
夫
を
始
め
と
す
る
神
人
た
る
地
位
に
就
い
て
い
た
も
の
と
み
ら
れ
る
。
従
っ
て
、
そ
の
地
位
は
、
必
然
的
に
神
事
奉
仕
と
、

そ
れ
に
照
応
す
る
神
田
給
与
と
を
随
伴
し
て
い
た
の
で
あ
っ
た
。

　
　
　
　
　
（
2
）

　
「
神
事
次
第
」
に
は
、
例
え
ば
、

　
　
「
二
月
晦
日
神
田
一
町
武
井
条
於
荒
玉
大
政
所
勤
之
千
野
半
五
郎
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

の
如
き
記
載
が
数
多
く
み
ら
れ
、
神
事
と
神
田
と
の
結
合
を
示
す
が
、
さ
ら
に
、
「
千
野
信
民
書
状
」
に
は
、

　
　
　
　
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ

　
　
「
働
我
等
知
行
仕
候
神
田
、
□
七
月
一
日
神
田
之
事
、
五
反
之
内
一
反
思
様
候
、
其
口
目
何
も
か
か
ひ
い
倹
、
乍
去
可
申
付
候
、
八

　
　
月
一
日
神
田
一
丁
承
候
、
五
反
候
、
隠
有
間
敷
候
、
世
上
之
事
候
間
堅
可
申
付
候
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ

　
　
十
月
一
日
神
田
五
反
、
与
三
郎
殿
御
知
行
候
、
懸
ロ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ

　
　
十
一
月
一
日
神
田
五
反
、
原
彦
二
郎
殿
分
、
是
も
与
三
郎
□
御
知
行
候
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ
　
　
　
ヤ

　
　
正
月
一
日
神
田
之
事
ハ
六
即
致
知
行
候
、
彼
方
へ
可
被
仰
□
千
野
宮
役
之
事
者
、
彦
左
衛
門
兄
弟
伶
申
□
神
慮
御
事
候
之
間
、
堅
可

　
　
申
候
」

と
あ
る
。
従
っ
て
、
こ
れ
ら
の
神
田
が
神
人
へ
の
「
知
行
」
と
し
て
与
え
ら
れ
、
そ
の
「
知
行
人
」
の
下
で
耕
作
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
明

　
　
　
　
　
幕
藩
制
的
秩
序
の
形
成
過
程
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五
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ロ

ら
か
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
前
掲
の
「
神
事
次
第
」
に
ょ
れ
ば
、

　
　
「
一
、
干
草
湛
神
主
神
田
五
反
在
家
一
間
上
桑
原
矢
島
下
野
守
（
中
略
）
真
志
野
神
主
二
町
二
間
、
二
町
者
神
長
拘
神
事
勤
候
、
在

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ
　
　
ヤ

　
　
家
ハ
有
賀
紀
伊
守
、
今
者
内
藤
三
郎
兵
衛
尉
相
拘
」

等
の
記
載
も
少
く
な
く
、
神
人
が
、
在
家
・
神
田
の
「
知
行
」
人
と
し
て
現
れ
て
い
る
。
そ
の
総
体
は
、
古
く
、
承
久
元
年
の
「
一
、
諏

　
　
　
　
　
　
　
（
5
）

訪
十
郷
日
記
細
魏
期
」
に

　
　
「
口
一
＋
五
丁
　
田
沢
九
間
　
青
柳
四
間
　
矢
崎
断
伍
苅
間

　
　
栗
林
醐
掛
町
間
半
　
上
桑
原
佗
計
翫
町
少
　
神
戸
二
間
余
＋
八
間

　
　
　
　
鵯
齢
半

　
　
下
桑
原
棺
イ
靴
打
大
　
福
島
廿
丁
　
金
子
泥
断
丁
　
大
熊
価
彫
町

　
　
真
志
野
』
断
似
馴
有
賀
＋
四
丁
　
小
坂
慨
廿
町
　
平
井
且
四
士
〒

　
　
　
　
全
廿
五
間
之
内
二
間
神
主

　
　
宮
所
八
＋
丁
　
座
光
寺
四
＋
八
丁

　
　
　
　
　
承
久
元
年
八
月
十
五
日
」

と
あ
る
に
、
大
凡
の
規
模
を
知
る
の
み
で
あ
る
。

　
従
っ
て
、
神
田
知
行
に
ょ
る
と
こ
ろ
の
神
人
と
し
て
の
地
位
が
同
時
に
、
諏
訪
一
族
を
貫
く
緯
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。

　
し
か
し
・
こ
の
よ
う
な
惣
領
“
大
祝
、
家
臣
旺
神
人
と
い
う
原
則
に
基
く
伝
統
的
権
力
構
成
は
、
中
世
末
期
、
漸
次
破
綻
を
示
し
て
い

た
こ
と
は
、
明
ら
か
で
あ
る
。
そ
の
こ
と
は
、
諏
訪
氏
の
、
武
田
氏
へ
の
服
従
の
過
程
に
、
如
実
に
示
さ
れ
る
。



　
　
　
　
　
　
（
6
）

　
「
守
矢
真
頼
書
留
」
は
、
そ
の
天
文
二
年
の
有
様
を
も
っ
と
も
よ
く
記
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
従
来
、
諏
訪
氏
に
属
し
て

　
い
た
高
遠
衆
・
下
宮
方
衆
が
甲
州
勢
と
同
心
し
て
二
千
騎
二
万
の
軍
勢
が
六
月
廿
四
日
諏
訪
に
打
入
り
、
上
町
・
十
日
町
・
五
日
町
・

　
安
国
寺
の
門
前
町
に
火
を
か
け
、
一
五
〇
騎
、
七
～
八
O
O
の
徒
士
よ
り
な
る
頼
重
勢
を
討
払
い
、
頼
重
の
降
参
に
終
っ
た
こ
と
を
記

　
し
て
い
る
。

　
さ
ら
に
、
こ
の
「
真
頼
覚
書
」
に
ょ
れ
ば
、
武
田
氏
は
、
諏
訪
征
服
後
、
宮
川
を
境
と
し
て
、
西
を
高
遠
信
濃
守
の
知
行
と
し
、
東
を

甲
州
の
直
接
支
配
下
に
お
く
計
画
で
あ
っ
た
。
し
か
る
に
、
高
遠
信
濃
守
は
、

　
　
「
信
濃
殿
、
此
時
惣
領
に
な
を
ら
ん
と
て
九
月
十
日
に
上
原
を
う
ち
や
ぶ
り
、
下
宮
へ
さ
し
か
け
両
社
共
に
手
に
入
ら
れ
候
」

と
あ
る
如
く
、
諏
訪
惣
領
”
大
祝
た
ら
ん
と
し
て
諏
訪
征
服
を
続
け
た
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
惣
領
職
1
1
大
祝
職
の
伝
統
的
権
威
が

依
然
と
し
て
維
持
さ
れ
て
い
た
と
共
に
、
す
で
に
、
一
族
内
の
勢
力
関
係
如
何
に
よ
っ
て
は
、
そ
の
惣
領
職
も
、
争
奪
の
対
象
と
な
る
べ

き
状
態
に
あ
っ
た
こ
と
の
証
左
で
も
あ
る
。

　
諏
訪
氏
の
降
服
の
原
因
は
、
も
ち
ろ
ん
、
武
田
氏
の
優
勢
な
軍
力
に
ょ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
が
、
そ
れ
と
共
に
、
諏
訪
氏
の
右

の
如
き
、
伝
統
的
権
力
構
成
の
破
綻
に
も
あ
っ
た
。
諏
訪
氏
は
、
そ
の
権
威
の
再
興
を
必
要
と
し
て
い
た
し
、
武
田
氏
も
ま
た
、
諏
訪
氏

の
伝
統
的
権
威
の
失
墜
を
上
策
と
は
し
な
か
っ
た
。
そ
れ
故
に
、
諏
訪
勢
力
の
二
分
裂
を
期
し
て
ま
で
も
、
諏
訪
氏
の
惣
領
的
権
威
の
再

興
を
は
か
っ
た
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
）

　
こ
の
こ
と
は
、
諏
訪
氏
に
代
っ
て
擾
頭
し
た
高
遠
信
濃
勢
へ
の
対
処
に
明
ら
か
で
あ
る
。
即
ち
、
「
覚
書
」
に
よ
れ
ば
、
信
濃
の
下
宮
征

　
服
に
対
し
、
武
田
氏
は
、
急
援
頼
重
の
伯
叔
父
及
び
矢
崎
・
千
野
・
有
賀
紀
伊
・
小
坂
ら
の
一
族
衆
、
矢
島
以
下
二
〇
人
計
の
近
衆
、

　
　
　
　
　
幕
藩
制
的
秩
序
の
形
成
過
程
，
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
八
七
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社
家
の
神
長
官
ら
を
卒
い
て
軍
を
催
し
、
高
遠
信
濃
以
下
の
高
遠
衆
、
禰
宜
太
夫
・
花
岡
祝
ら
の
社
家
、
紀
伊
を
除
く
有
賀
一
族
衆
よ

　
り
な
る
軍
勢
と
対
峙
し
、
こ
れ
を
破
っ
た
の
で
あ
る
。

　
か
く
し
て
、
諏
訪
神
社
勢
力
は
、
ま
さ
に
二
分
し
た
と
共
に
、
諏
訪
氏
勢
力
は
、
こ
の
事
件
を
契
機
に
、
大
祝
を
含
め
て
、
甲
州
武
田

氏
と
の
協
合
関
係
を
、
き
わ
め
て
密
接
な
も
の
に
す
る
こ
と
に
ょ
っ
て
、
そ
の
地
位
の
安
定
を
え
た
の
だ
っ
た
。

　
　
　
　
　
二
　
武
田
支
配
の
諸
画
期

　
武
田
氏
の
諏
訪
支
配
の
様
相
は
、
大
凡
、
三
段
階
に
わ
け
て
み
る
こ
と
が
出
来
る
か
と
思
わ
れ
る
。
時
期
的
に
は
↑
り
、
武
田
の
征
服
後

頼
重
の
死
を
中
心
と
す
る
時
期
、
㈲
、
頼
重
の
死
よ
り
永
禄
一
〇
年
前
後
、
の
、
永
録
末
年
よ
り
天
正
初
年
、
の
三
期
と
な
る
。

ω
　
支
配
完
成
の
支
点

　
諏
訪
氏
を
屈
服
し
た
武
田
氏
は
、
ま
ず
、
大
祝
勢
力
と
結
び
つ
い
た
諏
訪
諸
氏
を
、
こ
れ
か
ら
分
離
し
、
自
己
の
権
力
の
下
に
直
属
せ

し
む
る
こ
と
を
目
標
に
し
た
。
こ
の
諏
訪
支
配
の
強
化
、
就
中
、
諏
訪
諸
氏
の
直
接
的
掌
握
を
目
的
と
し
て
企
図
さ
れ
た
の
が
頼
重
の
甲

州
へ
の
誘
致
と
、
謀
殺
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
諏
訪
の
惣
領
た
り
、
支
配
者
た
り
う
る
高
遠
信
濃
に
つ
い
で
、
頼
重
を
抹
殺
し
た
こ

と
は
、
き
わ
め
て
武
田
の
諏
訪
支
配
を
容
易
に
し
て
い
っ
た
。
こ
の
頼
重
の
謀
殺
は
、
一
時
諏
訪
支
配
の
武
田
家
臣
板
垣
信
形
に
対
す
る

諏
訪
諸
氏
の
武
力
反
抗
を
惹
起
し
た
が
、
こ
れ
を
鎮
圧
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
武
田
氏
の
諏
訪
支
配
は
完
成
し
、
板
垣
に
つ
い
で
、
長
坂
、

小
宮
山
、
市
川
、
今
福
と
、
武
田
郡
代
支
配
が
続
く
こ
と
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　
一
方
、
板
垣
へ
の
反
抗
に
敗
れ
、
再
度
の
婚
姻
政
策
に
よ
っ
て
懐
柔
さ
れ
た
諏
訪
氏
は
、
頼
重
の
跡
を
襲
い
だ
頼
忠
が
、
頼
量
ら
と
共



に
諏
訪
に
蟄
思
を
や
む
な
く
さ
れ
、
頼
忠
の
兄
頼
豊
父
子
が
武
田
家
臣
と
し
て
逼
伏
す
る
こ
と
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
形
で

の
、
武
田
氏
へ
の
服
従
が
、
こ
の
期
の
特
色
の
一
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
）
　
　
　
　
　
　
　
（
9
）

　
こ
の
間
、
武
田
氏
は
、
例
え
ば
神
長
官
に
対
し
、
「
任
先
例
」
永
代
無
役
の
定
書
を
与
え
、
如
法
院
に
は
、
神
戸
・
矢
崎
・
上
桑
原
・
栗

林
・
金
子
・
上
原
・
下
桑
原
・
灰
原
田
で
、
三
町
八
反
と
、
一
二
二
〇
〇
文
の
「
如
前
々
」
の
寄
進
を
行
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
実
際

に
は
、
か
な
り
大
規
模
な
所
領
の
没
収
を
行
な
っ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
0
）

　
　
①
　
如
法
院
宛
、
永
禄
一
〇
年
　
信
玄
奉
書
（
吉
田
左
近
助
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ
　
　
　
ヤ
　
　
　
ヤ
　
　
　
ヤ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
　
ヤ
　
　
ヤ

　
　
　
「
此
間
之
所
務
上
桑
原
之
郷
籾
拾
俵
者
、
任
先
例
大
祝
殿
江
被
還
付
畢
、
然
者
為
右
之
替
、
於
干
田
辺
之
郷
、
弐
貫
文
之
所
御
寄

　
　
　
進
候
旨
被
仰
出
者
也
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
n
）

　
　
㈲
　
如
法
院
宛
、
天
文
一
一
年
　
晴
信
寄
進
状

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ

　
　
　
「
下
桑
原
、
是
者
当
地
頭
江
可
有
御
佗
言
候
、

　
　
　
　
　
合
五
貫
文
　
　
　
　
　
　
大
泉
寺
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
2
）

　
　
⑥
　
千
野
靱
負
尉
宛
、
天
文
一
八
年
　
晴
信
宛
行
状

　
　
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
　
ヤ
　
　
　
ヤ
　
　

ヤ
　
　
　
ヤ
　
　

ヤ
　
　
ヤ

　
　
　
「
諏
訪
右
衛
門
尉
本
領
之
事
候
間
、
返
之
候
、
然
者
為
尾
口
之
郷
替
地
、
有
賀
之
郷
出
之
候
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
B
）

　
　
＠
樋
口
与
三
左
衛
門
宛
、
永
禄
年
中
武
田
氏
宛
行
状

　
　
　
　
ヤ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ

　
　
　
［
為
下
諏
訪
観
照
寺
分
之
替
田
辺
之
郷
之
内
青
銭
弐
貫
文
之
所
被
下
置
候
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
U
）

　
　
⑥
　
八
劔
之
禰
宜
宛
、
天
文
二
四
年
　
晴
信
寄
進
状

　
　
　
　
　
幕
藩
制
的
秩
序
の
形
成
過
程
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
八
九



　
　
　
　
　
一
橋
大
学
研
究
年
報
　
社
会
学
研
究
　
4
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
九
〇

　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ

　
　
　
「
上
原
之
内
右
左
衛
門
尉
分
弐
貫
文
之
所
、
八
劔
大
明
神
社
奉
寄
候
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
瓢
）

　
　
㈲
．
千
野
出
雲
宛
、
永
禄
九
年
　
信
玄
朱
印
状

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
先
）

　
　
　
「
其
方
累
年
御
給
恩
候
、
竹
居
内
壱
貫
五
百
文
之
分
者
、
為
船
渡
湛
之
神
事
領
之
由
候
条
、
為
御
敬
神
社
□
規
神
主
洒
室
大
夫
か

　
　
　
　
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ

　
　
　
た
へ
御
還
附
候
、
因
鼓
彼
御
替
地
辰
野
之
内
壱
貫
五
百
文
被
下
候
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
6
）

　
　
ω
　
波
間
右
近
進
宛
、
天
文
一
八
年
　
晴
信
宛
行
状

　
　
　
　
　
　
　
ヤ
　
　
ヤ

　
　
　
「
真
志
野
料
所
之
内
九
貫
之
所
出
置
候
、
名
所
井
様
体
者
、
自
長
坂
所
可
申
付
者
也
」

　
以
上
の
事
実
は
、
上
・
下
社
大
祝
を
も
含
め
て
、
武
田
氏
の
所
領
没
収
の
事
実
を
伝
え
て
い
る
。

　
一
見
、
婚
姻
政
策
を
中
心
と
す
る
懐
柔
策
に
よ
っ
て
、
旧
来
の
ま
ま
の
体
制
で
、
武
田
氏
の
支
配
に
属
し
た
か
の
如
き
観
を
呈
す
る
諏

訪
諸
氏
も
、
実
質
的
に
は
、
右
に
み
た
如
く
、
所
領
没
収
を
か
な
り
強
く
う
け
て
い
た
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
が
特
色
の
二
で
あ
る
。

　
さ
ら
に
、
前
出
千
野
氏
に
注
目
す
れ
ば
、
千
野
氏
は
、
前
に
ふ
れ
た
甲
州
の
郡
代
板
垣
と
諏
訪
勢
と
の
合
戦
に
、
両
派
に
分
裂
を
し
た
。

即
ち
、
靱
負
尉
は
板
垣
口
甲
州
勢
に
与
し
、
千
野
山
城
は
、
諏
訪
反
乱
勢
に
与
し
た
の
で
あ
る
。
こ
の
間
、
板
垣
信
方
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
7
）

　
　
「
貴
所
御
老
父
一
途
御
忠
節
候
者
、
彼
山
城
入
道
一
跡
並
名
字
惣
領
可
渡
進
之
由
上
意
候
」

と
、
靱
負
尉
に
伝
え
、
靱
負
尉
は
、
反
乱
の
鎮
圧
に
至
っ
て
、
千
野
氏
の
頭
領
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
後
の
千
野
氏
の
、
武
田
氏
へ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
8
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
9
）

の
忠
信
は
、
「
靱
負
目
安
下
書
」
に
詳
し
い
。
そ
れ
に
照
応
し
て
、
天
文
一
二
年
に
は
、
下
諏
訪
尾
口
郷
に
一
二
〇
貫
文
が
宛
行
わ
れ
（
そ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
0
）

の
地
が
諏
訪
右
衛
門
尉
本
領
で
あ
っ
た
こ
と
は
前
に
述
べ
た
）
、
更
に
、
天
文
一
七
年
に
は
、
真
志
野
之
内
十
五
貫
文
が
宛
行
わ
れ
て
い

る
。



　
か
く
み
て
く
る
と
、
武
田
氏
の
諏
訪
支
配
は
、
千
野
氏
の
重
用
に
ょ
る
諏
訪
氏
の
勢
力
削
減
と
い
う
基
軸
を
も
っ
て
い
る
こ
と
が
、
ほ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
曹

ぽ
明
ら
か
と
な
る
。
こ
の
こ
重
が
、
特
色
の
第
三
で
あ
る
と
い
っ
て
い
い
だ
ろ
う
。

㈲
在
地
勢
力
の
編
成

　
前
述
の
三
つ
の
特
色
門
要
点
を
う
け
つ
い
で
、
武
田
の
諏
訪
支
配
は
、
一
層
貫
徹
す
る
。
ま
ず
、
天
文
中
期
以
降
、
漸
次
明
確
化
す
る

に
至
る
諏
訪
神
社
へ
の
対
策
か
ら
み
て
行
く
こ
と
と
し
ょ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
ぬ
レ

　
武
田
氏
の
諏
訪
神
社
に
関
す
る
寄
進
．
安
堵
．
定
書
等
の
史
料
を
通
じ
て
知
ら
れ
る
こ
と
は
、
天
文
末
年
～
永
禄
年
間
に
か
け
て
、
武

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
盟
）

田
氏
が
諏
訪
神
事
の
再
興
に
努
力
し
、
そ
の
た
め
の
経
済
的
基
礎
の
確
定
に
努
力
し
て
い
る
事
実
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
一
面
で
は
、
結
局

は
、
武
力
的
に
諏
訪
を
降
し
た
武
田
民
権
力
の
限
界
で
あ
る
と
共
に
、
諏
訪
社
の
伝
統
的
権
威
の
残
存
を
物
語
る
。
し
か
し
、
他
方
、
本

来
諏
訪
氏
勢
力
と
不
可
分
の
関
係
に
あ
っ
た
神
事
再
興
が
可
能
に
な
り
う
る
条
件
を
、
武
田
氏
が
諏
訪
に
於
い
て
確
定
し
た
こ
と
に
、
基

本
的
な
要
因
は
求
め
ら
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
条
件
と
は
、
い
う
ま
で
も
な
く
、
諏
訪
勢
力
の
武
田
氏
へ
の
直
属
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

　
註
（
2
2
）
に
あ
げ
た
史
料
に
知
ら
れ
る
所
は
、
ま
ず
、
千
野
（
耳
…
註
（
2
2
）
の
史
料
番
号
）
小
井
出
（
2
・
1
3
・
1
9
）
浜
（
3
）
小
平
（
9
・

1
6
）
溝
口
（
1
5
．
1
7
）
岩
波
（
1
8
）
等
の
諸
氏
が
武
田
軍
勢
と
し
て
信
州
各
地
に
合
戦
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
れ
に
対
し
、

史
料
（
4
．
5
．
6
．
1
2
．
2
4
）
に
み
ら
れ
る
如
き
給
知
宛
行
が
行
わ
れ
て
い
る
。
そ
の
宛
行
の
文
言
も
、
，

　
　
「
真
志
野
料
所
之
内
九
貫
文
之
所
出
置
候
」
（
6
）

　
　
「
真
志
野
之
内
拾
五
貫
文
之
所
出
置
者
也
」
（
4
）

と
い
う
簡
単
な
も
の
か
ら
、

　
　
　
　
　
幕
藩
制
的
秩
序
の
形
成
過
程
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
九
一



　
　
　
　
　
一
橋
大
学
研
究
年
報
　
社
会
学
研
究
　
4
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
九
二

　
　
「
被
仰
付
候
儀
、
任
干
御
下
知
、
令
奉
公
者
、
所
望
之
旨
柳
不
可
御
相
違
者
也
」
（
2
1
）

　
　
　
　
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ

　
　
「
如
此
間
軍
役
可
被
相
勤
候
由
被
仰
出
候
者
也
」
（
2
2
）

　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ
　
ヤ
　
ル

　
　
「
依
干
戦
功
井
武
具
嗜
可
被
宛
行
御
重
恩
者
也
」
（
2
4
）

と
、
明
確
に
、
軍
役
・
軍
備
を
規
定
さ
れ
て
行
く
過
程
に
、
武
田
氏
の
支
配
の
貫
徹
と
、
権
力
の
再
構
成
の
方
向
を
読
み
と
る
こ
と
が
出

来
る
の
で
あ
る
。

　
右
よ
り
も
永
禄
末
年
は
、
武
田
氏
の
諏
訪
支
配
に
、
き
わ
め
て
重
要
な
意
味
を
も
つ
如
く
み
ら
れ
る
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
、
実
は
、

以
下
に
述
べ
る
武
田
氏
の
永
禄
一
〇
年
諏
訪
諸
氏
編
成
策
の
反
映
な
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
3
）

　
即
ち
、
こ
の
年
、
信
玄
は
、
ま
ず
諏
訪
衆
一
〇
人
か
ら
、
五
条
よ
り
成
る
起
請
文
を
と
り
つ
け
て
い
る
。

　
武
田
氏
は
、
前
年
、
上
野
を
侵
し
、
こ
の
年
、
十
月
に
は
、
北
条
氏
康
父
子
と
兵
を
合
せ
て
、
上
杉
輝
虎
を
上
野
厩
橋
城
に
攻
め
て
い

　
る
。
上
杉
氏
は
こ
の
年
義
秋
の
命
に
よ
っ
て
幕
府
恢
復
を
図
っ
て
い
た
の
だ
か
ら
、
こ
の
武
田
．
上
杉
の
対
立
は
、
武
田
に
と
っ
て
、

　
き
わ
め
て
重
要
な
時
点
に
立
っ
て
い
た
と
い
え
る
。
こ
の
よ
う
な
状
勢
の
下
で
、
武
田
氏
の
諏
訪
諸
氏
よ
り
の
起
証
文
徴
収
は
（
八
月

　
七
日
付
）
必
然
化
さ
れ
た
の
で
あ
る
し
、
そ
の
こ
と
は
、
起
請
文
が
「
奉
対
信
玄
様
逆
心
謀
叛
等
不
可
相
企
」
と
い
う
基
本
線
の
上
に
、

　
長
尾
輝
虎
以
下
の
敵
方
へ
同
意
せ
ず
、
甲
信
上
野
三
国
の
諸
卒
の
逆
心
に
対
し
同
意
し
な
い
こ
と
を
固
く
盟
約
し
て
い
る
こ
と
に
も
明

　
示
さ
れ
て
い
る
。

　
こ
の
起
請
文
に
連
名
し
て
い
る
一
〇
人
は
、
諏
訪
・
高
遠
を
含
む
、
諏
訪
豊
保
・
諏
訪
頼
連
・
大
輪
勝
親
・
高
木
昌
安
・
知
久
近
重
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
鍛
）

飯
島
重
綱
・
飯
島
安
助
・
前
沢
繁
直
・
小
坂
親
和
・
桜
田
昌
親
で
あ
る
が
、
こ
の
他
に
、
小
口
清
太
夫
か
ら
も
同
年
同
月
日
の
起
請
文
を



徴
し
て
い
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
か
ら
、
恐
ら
く
、
こ
の
他
に
も
か
な
り
広
い
範
囲
か
ら
徴
さ
れ
て
い
る
も
の
と
い
え
よ
う
。

　
か
く
し
て
、
武
田
氏
は
、
諏
訪
武
士
の
各
地
の
頭
領
を
直
属
せ
し
め
、
新
ら
た
な
軍
事
編
成
を
構
成
し
た
の
で
あ
る
。
恐
ら
く
は
、
千

野
氏
も
同
様
な
起
証
文
を
徴
さ
れ
た
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
、
こ
れ
ら
を
含
め
て
、
諏
訪
勢
の
武
田
氏
支
配
の
下
で
の
構
成
は
、
同
年
同
月

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
5
）

日
付
の
「
武
田
家
籏
下
諏
訪
五
拾
騎
」
に
示
さ
れ
て
い
る
。

　
こ
れ
に
は
、
諏
訪
姓
五
人
、
千
野
姓
四
人
、
の
他
に
、
牛
山
・
小
坂
・
高
木
（
二
人
）
・
有
賀
・
守
屋
・
矢
島
・
山
田
（
二
人
Y
村
松
・

　
両
角
・
山
中
・
田
中
・
三
沢
．
花
岡
．
横
内
・
上
原
・
金
子
・
沢
・
竹
居
・
長
田
・
小
松
（
二
人
）
・
桑
原
・
田
辺
・
藤
森
（
二
人
Y

　
久
保
島
・
小
井
且
（
二
人
Y
神
戸
・
中
村
・
矢
崎
・
篠
原
・
鮎
沢
・
栗
沢
・
駒
沢
・
小
口
・
小
平
の
姓
が
み
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
は
、
戦

　
国
期
諏
訪
に
お
け
る
有
力
諸
氏
の
殆
ど
全
て
で
あ
る
こ
と
に
殆
ど
誤
り
は
な
い
。
姓
よ
り
み
て
も
、
そ
れ
ら
の
諸
氏
は
、
殆
ど
諏
訪
全

　
域
に
わ
た
っ
て
分
布
し
て
い
る
。

の
　
戦
国
的
構
造
の
展
開

　
弘
治
か
ら
天
正
年
間
に
か
け
て
、
武
田
氏
の
諏
訪
支
配
は
、
新
ら
た
な
局
面
を
み
せ
る
に
至
る
。
そ
し
て
注
目
す
べ
き
は
、
こ
れ
ら
の

新
局
面
は
、
基
礎
構
造
の
変
革
か
ら
の
関
連
で
表
面
化
す
る
こ
と
で
あ
る
。

　
即
ち
、
す
で
に
弘
治
元
年
、
真
志
野
郷
に
対
し
、

　
　
「
　
　
　
　
定

　
　
六
月
廿
日
御
祭
之
桑
代
三
貫
、
従
郷
中
相
償
候
之
処
二
、
令
無
沙
汰
之
由
、
神
長
官
言
上
候
、
至
干
実
儀
者
罪
科
不
軽
候
、
所
詮
如

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
6
）

　
　
旧
規
可
出
用
銭
、
猶
令
難
渋
者
、
郷
中
之
貴
賎
悉
可
有
追
放
御
分
國
之
旨
、
被
仰
旨
者
也
、
仰
如
件
」

　
　
　
　
　
幕
藩
制
的
秩
序
の
形
成
過
程
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
九
三



　
　
　
　
　
一
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4
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
九
四

と
い
う
定
書
を
発
し
、
さ
ら
に
、
永
禄
一
三
年
に
は
御
左
口
上
下
之
用
銭
と
鹿
皮
の
負
担
を
、
栗
林
北
方
郷
民
が
怠
っ
た
た
め
、
地
頭
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
7
）

る
小
出
越
前
と
山
中
藤
助
の
両
人
が
「
両
人
令
無
沙
汰
之
由
」
と
催
告
を
う
け
て
い
る
。

　
つ
い
で
、
年
欠
、
今
福
昌
和
書
状
に
は

　
　
「
就
鷹
公
事
之
儀
、
彼
彦
左
衛
門
親
子
籠
者
被
仰
付
候
之
条
、
如
御
存
分
可
為
御
大
慶
候
、
（
中
略
）
金
子
之
郷
百
姓
之
儀
、
高
島
へ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
8
）

　
　
召
集
、
二
三
日
可
有
御
改
之
由
、
被
仰
出
候
、
難
然
至
干
今
日
不
被
仰
付
候
条
、
重
而
御
意
請
各
高
島
へ
可
召
集
候
」

と
、
神
長
官
に
申
送
っ
て
お
り
、
特
に
神
事
を
め
ぐ
っ
て
、
権
力
と
「
百
姓
」
と
の
抗
争
は
激
し
く
な
り
つ
つ
あ
っ
た
こ
と
を
物
語
っ
て

い
る
。
そ
の
結
果
は
、
天
正
六
年
、
　
一
斉
に
行
わ
れ
た
上
宮
造
宮
の
下
知
も
、
天
正
八
年
に
至
っ
て
な
お
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
9
）

　
　
「
瑞
籠
外
垣
造
立
衆
御
柱
縄
銭
未
済
之
由
」

と
い
う
状
態
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
な
動
き
に
照
応
し
て
一
方
で
は
、
い
わ
ゆ
る
諏
訪
「
西
方
衆
」
の
逆
心
に
よ
っ
て
、
諏
訪
一
族
中
の
有
賀
氏
の
一
部
の
叛
乱

　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
0
）

や
三
村
氏
の
逆
心
が
あ
り
、
そ
の
鎮
圧
の
結
果
、
敗
退
し
た
被
官
衆
が
俳
徊
し
た
。

　
こ
れ
ら
の
俳
徊
被
官
衆
の
動
き
は
、
「
百
姓
衆
」
と
結
ん
だ
新
勢
力
の
構
成
に
あ
っ
た
の
で
あ
り
、
そ
れ
は
、
神
社
に
と
っ
て
は
、
「
押

　
領
」
と
し
て
映
る
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
1
）

　
「
落
合
領
桜
庄
七
郷
之
造
宮
天
文
廿
三
卿
取
所
覚
」
に

　
　
「
　
　
都
合
正
物
弐
拾
四
貫
五
百
文
　
此
外
壱
貫
七
百
五
十
文

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ
　
　
　
ヤ
　
　
　
ヤ
　
　
　
ヤ
　
　
　
ヤ
　
　
　
ヤ
　
　
　
ヤ
　
　
　
ヤ
　
　
　
ヤ
　
　
　
ヤ
　
　
　
ヤ

　
　
右
此
年
者
、
牢
人
竹
居
殿
、
村
上
二
有
居
住
、
在
凌
所
々
に
被
致
押
領
之
条
、
忍
而
罷
越
百
姓
衆
申
儘
二
如
此
相
納
候
」



　
と
あ
る
の
は
、
こ
の
．
一
と
を
示
す
。
前
述
の
、
「
百
姓
」
の
神
事
怠
避
は
、
こ
の
よ
う
な
被
官
衆
の
動
き
に
結
び
つ
い
て
、
始
め
て
可
能

　
だ
っ
た
で
あ
ろ
う
。

　
被
官
衆
の
俳
徊
は
、
天
正
年
間
に
入
る
と
、
も
は
や
一
般
化
し
た
現
象
で
あ
っ
た
。
次
の
神
長
官
宛
武
田
家
定
．
詫
（
天
正
二
年
）
を
み

よ
o　

　
「
　
　
　
　
定

　
　
　
　
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ
　
　
ち

　
　
共
方
被
官
無
意
趣
在
所
退
出
、
明
他
所
俳
徊
之
由
候
、
当
主
人
井
指
南
之
輩
二
相
理
、
如
前
々
可
被
召
遣
、
若
有
難
渋
之
儀
者
、
可

　
　
有
言
上
」

　
こ
れ
ら
の
俳
徊
被
官
は
、
有
力
土
豪
の
支
配
下
に
入
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
ま
さ
に
、
戦
国
的
権
力
構
成
を
自
ら
作
り
出
し
て
行
く
の
で

あ
る
。
い
わ
ゆ
る
「
千
野
同
心
衆
」
「
大
輪
拾
人
衆
」
「
高
島
拾
人
衆
」
な
ど
の
形
成
が
そ
れ
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
ハ
み
ロ

　
「
千
野
同
心
衆
交
名
」
に
よ
る
と
、
千
野
同
心
衆
は
、
柳
沢
志
摩
守
以
下
五
九
名
よ
り
な
っ
て
お
り
、
柳
沢
（
四
人
）
　
両
角
（
五
人
）

　
竹
田
　
篠
原
（
四
人
）
　
小
沢
（
三
人
）
　
小
平
（
七
人
）
　
上
原
　
原
　
宮
坂
（
二
人
）
　
浅
倉
　
長
田
　
山
岸
伊
藤
吉
田

　
岩
波
　
竹
津
　
関
　
鮎
沢
（
三
人
）
　
宮
沢
の
諸
民
の
他
に
「
矢
崎
十
九
人
鶴
掴
圷
」
が
含
ま
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
同
心
衆
の
姓
の

　
多
様
性
が
一
つ
の
特
徴
で
あ
り
、
し
か
も
、
両
角
　
長
田
　
矢
崎
　
上
原
　
篠
原
　
小
平
ら
の
有
力
な
氏
の
一
部
が
、
千
野
同
心
と
な

　
っ
て
い
る
こ
と
と
共
に
、
新
興
の
小
氏
が
数
多
く
現
れ
て
い
る
こ
と
に
注
目
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
こ
の
こ
と
は
、
旧
来
の
宗
家
－
被
官

　
制
の
崩
壊
↓
被
官
の
俳
徊
↓
有
力
諸
氏
へ
の
被
官
の
再
編
成
の
様
相
と
共
に
、
新
興
有
力
名
主
の
被
官
化
の
結
果
を
示
す
も
の
と
い
え

　
る
。

　
　
　
　
　
幕
藩
制
的
秩
序
の
形
成
過
程
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
九
五
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一
九
六

　
「
大
和
拾
人
衆
」
に
つ
い
て
は
、

　
　
大
和
十
余
人
衆
之
内
淡
路
本
引
後
、
只
今
其
方
相
抱
候
、
彼
所
出
置
候
者
也
、
彷
如
件
、

　
　
天
正
＋
一
姦

　
　
　
　
　
卯
月
十
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
頼
忠
（
朱
印
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
鍛
）

　
　
　
　
　
　
　
　
随
竹
軒
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
」

　
と
み
え
、
大
和
監
物
の
下
に
、
寄
親
寄
子
関
係
を
結
ん
で
い
た
も
の
と
み
ら
れ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
訪
）

　
ま
た
、
「
高
島
十
人
衆
」
に
つ
い
て
は
、
小
松
　
藤
森
の
十
人
に
、
各
々
、
二
五
〇
〇
～
七
一
五
〇
文
の
知
行
を
、
天
正
六
年
武
田
氏
が

　
安
堵
し
て
い
る
こ
と
に
ょ
っ
て
知
ら
れ
る
。

　
以
上
の
検
討
か
ら
、
わ
れ
わ
れ
は
、
こ
の
永
禄
末
期
～
天
正
初
年
に
か
け
て
、
漸
く
、
諏
訪
の
地
に
、
有
力
名
主
が
そ
の
地
侍
化
の
過

程
の
進
捗
に
伴
い
、
旧
来
、
神
人
と
し
て
存
在
し
た
土
豪
と
の
間
に
寄
親
・
寄
子
関
係
を
結
び
、
そ
の
結
果
、
そ
れ
ら
の
土
豪
を
、
武
田

氏
の
大
名
権
力
構
成
の
中
に
定
着
せ
し
む
る
こ
と
と
な
っ
た
様
相
を
、
大
凡
知
り
う
る
も
の
と
考
え
る
の
で
あ
る
。
ア
｝
の
よ
う
な
、
基
礎

過
程
の
動
き
は
、
武
田
氏
や
神
事
に
つ
い
て
も
、
無
関
心
で
は
あ
り
え
な
い
。
こ
こ
に
「
印
判
衆
」
の
も
つ
意
味
が
あ
る
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
6
）

　
天
正
七
年
、
勝
頼
の
「
造
宮
覚
書
」
に
つ
い
て
、
諏
訪
十
三
宮
の
造
立
役
負
担
者
の
人
名
は
、
大
体
次
の
四
つ
に
わ
け
ら
れ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ

　
　
ω
　
大
祝
殿
辮
長
賠
、
矢
島
、
大
政
所
、
禰
宜
大
夫
、
権
祝
、
竹
居
祝
、
大
祝
、
下
之
宮
大
工
、
千
野
源
丞
等
、
何
れ
も
神
人
と
し
て

　
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ

　
　
　
の
職
務
と
し
て
記
さ
れ
た
も
の
。

　
　
②
　
小
田
切
甚
七
郎
、
諏
訪
越
中
守
、
同
伊
豆
守
、
篠
原
藤
七
郎
、
高
木
刑
部
左
衛
門
尉
、
有
賀
弥
兵
衛
尉
、
小
口
民
部
少
輔
、
沢



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
　
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ

　
久
内
、
山
中
助
三
等
、
武
田
家
臣
と
し
て
定
着
せ
し
め
ら
れ
た
土
豪
、
或
い
は
そ
の
一
族
と
み
ら
れ
る
も
の
、
上
の
う
ち
、
諏
訪

　
越
中
守
、
小
口
民
部
少
輔
は
、
諏
訪
五
十
騎
の
一
員
で
あ
る
。

⑥
　
大
塩
幅
魂
伽
鴫
鮒
、
村
岡
石
見
守
、
古
田
之
筑
後
守
、
長
田
之
文
右
衛
門
尉
、
高
島
之
若
狭
守
、
山
口
同
島
之
備
前
守
、
金
子
之
太

　
夫
、
等
、
各
々
の
郷
の
有
力
名
主
と
み
ら
れ
る
も
の
。
例
え
ば
、
高
島
の
若
狭
守
に
つ
い
て
は
、
文
禄
四
年
の
「
あ
き
う
み
の
納

　
（
訂
）

　
覚
書
」
に
、
一
〇
か
村
の
秋
海
納
入
の
連
名
の
筆
頭
と
し
て
記
さ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
り
、
疑
い
な
く
高
島
村
の
筆
頭
「
百
姓
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　

ヤ
　
　
ヤ
　
　
　
ヤ
　
　

ヤ
　
　
　
ヤ
　
　

ヤ
　
　
　
ヤ
　
　
　
ヤ
　
　
　
ヤ
　
　
　
ヤ
　
　
　
ヤ
　
　
　
ヤ
　
　

ヤ

　
で
あ
る
。
従
っ
て
、
彼
ら
は
、
多
か
れ
少
な
か
れ
そ
の
郷
の
実
質
上
の
支
配
者
で
あ
り
、
地
侍
化
の
方
向
を
辿
っ
て
い
た
有
力
名

　
ヤ
　
主
で
あ
ろ
う
。

㈲
　
榊
宮
塒
印
判
衆
を
始
め
、
青
柳
、
田
沢
、
南
大
塩
、
武
井
条
、
上
桑
原
郷
、
下
桑
原
郷
、
真
志
野
の
各
々
の
印
判
衆
・
ア
）
れ
に
関

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
8
）

　
し
、
同
年
の
「
上
諏
訪
造
宮
帳
」
に
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ

「
御
宝
殿
玉
垣
廿
一
間
廊
鳥
居
二
組
、
是
者
七
年
二
一
度
、
真
志
野
候
自
田
一
反
五
十
文
宛
取
集
、
破
損
次
第
二
建
立
仕
候
、
但
軍

ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ

役
衆
之
知
行
之
内
手
作
前
除
之
」

ま
た
、
同
帳
に
、

「
一
、
酒
室
宝
殿
入
目
次
第
千
野
青
柳
田
沢
自
三
ケ
村
、
御
印
判
衆
地
下
衆
同
意
二
取
集
可
申
候
之
由
御
請
申
候
」

と
あ
る
。
か
く
し
て
、
印
判
衆
は
、
有
力
名
主
が
地
侍
化
し
て
軍
役
衆
と
な
り
、
武
田
家
臣
と
な
っ
た
土
豪
的
神
人
出
自
の
武
士
と
、

寄
親
寄
子
関
係
を
結
ん
で
後
に
、
そ
の
寄
子
た
る
有
力
名
主
の
下
に
支
配
さ
れ
て
い
る
一
般
名
主
の
う
ち
の
一
部
（
後
述
）
を
、
郷

村
支
配
層
と
し
て
規
定
し
た
こ
と
の
称
で
あ
る
。

　
　
　
幕
藩
制
的
秩
序
の
形
成
過
程
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
九
七
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一
九
八

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
9
）

　
こ
の
印
判
衆
に
つ
い
て
は
、
武
田
氏
の
伝
馬
制
度
に
ょ
り
明
確
で
あ
る
。
即
ち
、
天
正
六
年
、
諏
訪
十
日
町
へ
の
定
書
に
よ
れ
ぱ
、
八

　
六
人
の
伝
馬
役
人
を
定
め
、
そ
の
他
に
、
次
の
如
く
定
め
て
い
る
。

　
　
「
　
　
　
　
　
御
印
判
衆
（
竜
丸
印
）

　
　
弐
間
平
左
衛
門
　
　
　
壱
間
半
下
総

　
　
壱
間
半
惣
右
衛
門
　
　
　
壱
間
半
又
左
衛
門

　
　
　
　
源
左
衛
門
　
　
　
半
間
清
左
衛
門

　
　
壱
間
総
右
衛
門
　
　
　
半
間
総
左
衛
門

　
　
縦
難
為
軍
役
衆
井
当
家
御
一
門
衆
之
家
人
、
如
右
之
注
文
、
伝
馬
役
相
勤
族
、
向
後
郷
次
之
御
普
請
役
御
免
許
候
」

　
以
上
の
検
討
に
ょ
っ
て
、
天
正
中
期
に
お
け
る
諏
訪
の
情
勢
は
大
凡
次
の
如
く
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　
ま
ず
、
第
一
に
、
諏
訪
氏
の
も
つ
惣
領
制
的
な
構
成
、
及
び
そ
れ
と
表
裏
す
る
神
事
奉
仕
に
基
く
諏
訪
社
の
伝
統
的
権
威
が
、
基
礎
的

側
面
に
於
い
て
は
、
殆
ど
全
く
破
砕
さ
れ
て
い
た
こ
と
で
あ
る
。
従
っ
て
、
大
祝
H
諏
訪
氏
－
神
人
”
惣
領
制
的
家
臣
の
構
成
は
、
殆

ど
現
実
的
な
意
味
を
持
ち
合
わ
せ
て
い
な
い
の
で
あ
る
。
し
か
も
、
諏
訪
の
在
地
構
造
は
、
漸
く
、
天
正
初
期
に
至
っ
て
戦
国
的
構
造
を

胚
出
す
ぺ
き
内
在
的
必
然
性
を
持
っ
た
の
で
あ
っ
た
。
そ
の
結
果
、
基
礎
構
造
に
於
い
て
は
、
軍
役
衆
が
、
自
己
に
手
作
を
も
ち
っ
っ
も
、

一
般
名
主
層
と
は
異
っ
た
地
位
に
固
定
さ
れ
、
そ
れ
に
よ
っ
て
、
土
豪
的
神
人
出
自
の
諸
氏
の
、
戦
国
大
名
的
発
展
を
基
礎
づ
け
て
い
た

の
で
あ
る
。
従
っ
て
、
も
は
や
、
諏
訪
に
お
け
る
社
会
構
成
は
、
次
の
如
き
も
の
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。



　　　　武田郡代
　　　　　1
有力神人層→諏訪衆

　　　　　1
有力名主→軍役衆
　　　　　1

名主

　
以
上
の
如
く
、
天
正
中
期
以
前
の
諏
訪
の
状
勢
を
考
え
た
時
に
、
ま
ず
、
前
提
す
べ
き
こ
と
は
、
武
田
氏
入
国
以
前
に
於
い
て
・
戦
国

大
名
成
立
の
条
件
は
、
殆
ど
皆
無
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
ω
で
み
た
如
く
、
そ
こ
に
は
、
二
、
三
の
諏
訪
神
社
を
め
ぐ
る
争
い

が
あ
る
が
、
そ
れ
は
、
決
し
て
、
惣
領
制
的
構
造
の
基
本
的
矛
盾
か
ら
出
発
し
た
も
の
で
は
な
い
。
む
し
ろ
、
惣
領
制
を
前
提
と
し
・
そ

の
主
導
権
を
握
る
た
め
の
争
い
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

　
従
っ
て
、
問
題
は
、
こ
の
よ
う
な
状
勢
の
下
に
、
武
田
支
配
が
成
立
す
る
過
程
に
、
諏
訪
の
幕
藩
制
成
立
の
た
め
の
前
提
条
件
が
、
い

か
に
設
定
さ
れ
て
行
く
か
に
か
か
っ
て
い
る
。
問
題
視
角
は
、
自
ら
そ
こ
に
限
定
さ
れ
る
。

　
こ
の
視
角
に
立
っ
た
と
き
に
、
武
田
民
の
支
配
は
、
三
つ
の
要
点
に
沿
っ
て
展
開
さ
れ
る
。
一
は
、
貫
文
制
の
貫
徹
を
機
に
し
て
の
料

所
の
設
定
、
二
は
、
惣
領
的
地
位
と
大
祝
職
と
の
分
離
と
、
惣
領
制
的
秩
序
の
除
去
、
三
は
、
千
野
氏
を
棋
粁
と
し
た
諏
訪
諸
氏
の
軍
事

的
再
編
で
あ
る
。
以
上
の
三
点
は
、
料
所
の
給
地
新
恩
、
大
祝
権
威
の
温
存
と
い
う
よ
う
な
相
互
の
関
係
を
も
ち
な
が
ら
、
天
文
年
間
を

通
じ
て
永
禄
年
間
に
か
け
て
進
展
し
て
行
く
。

　
　
　
　
　
幕
藩
制
的
秩
序
の
形
成
過
程
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
九
九
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二
〇
〇

　
そ
し
て
、
永
禄
一
〇
年
に
至
り
、
完
成
し
た
姿
態
を
と
る
の
で
あ
る
。
こ
の
間
、
基
礎
構
造
に
於
い
て
は
、
さ
し
た
る
変
化
を
認
め
が

た
い
。
も
し
、
変
化
が
あ
り
う
る
と
す
れ
ば
、
貫
文
制
の
貫
徹
に
伴
う
経
済
的
諸
関
係
の
変
遷
に
基
く
萌
芽
的
な
も
の
で
あ
っ
た
ろ
う
が
、

史
料
的
に
は
確
認
す
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
。

　
そ
こ
で
、
永
禄
一
〇
年
段
階
に
於
い
て
、
と
も
か
く
諏
訪
の
武
田
支
配
は
、
そ
の
軍
事
的
権
力
構
成
の
側
面
の
み
に
於
い
て
実
現
し
て

い
た
の
で
あ
る
。
武
田
氏
が
、
大
祝
職
権
威
の
温
存
を
計
っ
た
の
も
、
一
つ
に
は
、
こ
の
よ
う
な
基
礎
構
造
に
対
す
る
配
慮
か
ら
で
あ
っ

た
と
い
っ
て
よ
い
。
と
も
か
く
、
こ
の
よ
う
に
し
て
、
諏
訪
の
武
田
支
配
は
確
立
し
た
の
で
あ
っ
た
。

　
こ
れ
に
対
し
、
永
禄
末
年
か
ら
天
正
二
年
に
か
け
て
展
開
す
る
状
態
は
、
基
本
的
に
異
る
。
そ
こ
に
は
、
一
般
名
主
層
の
特
に
、
神
事

忌
避
の
現
象
に
顕
著
に
示
さ
れ
る
惣
領
制
的
支
配
へ
の
基
本
的
な
対
立
が
み
ら
れ
る
。
即
ち
、
叙
上
の
条
件
の
下
で
の
、
諏
訪
の
幕
藩
制

成
立
の
過
程
が
開
始
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

　
わ
れ
わ
れ
は
こ
の
よ
う
に
考
え
る
こ
と
が
出
来
よ
う
。
惣
領
制
的
支
配
に
対
す
る
一
般
名
主
層
の
対
立
は
、
そ
の
抵
抗
の
形
態
と
し
て
、

必
然
的
に
・
名
主
層
の
中
で
の
有
力
名
主
層
と
、
一
般
名
主
層
と
の
社
会
的
関
係
を
変
化
せ
し
め
る
。
即
ち
、
そ
の
間
に
、
支
配
．
被
支

配
の
関
係
を
醸
成
す
る
。

　
こ
の
社
会
関
係
の
変
化
が
・
支
配
関
係
に
転
化
す
る
こ
と
の
意
味
を
充
分
考
え
る
必
要
が
あ
る
。
そ
れ
は
、
右
の
惣
領
制
的
支
配
と
、

対
立
す
る
名
主
層
の
、
そ
の
対
立
の
根
本
的
源
由
ま
で
潮
ら
ね
ば
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。
そ
の
こ
と
を
説
明
す
る
史
料
は
、
今
は
欠
け
て
い

る
・
し
か
し
・
や
は
り
・
そ
こ
に
は
・
小
農
経
営
の
発
展
に
基
く
、
「
名
主
経
営
」
の
動
揺
、
そ
の
結
果
と
し
て
の
、
名
主
層
の
階
級
的

連
契
を
考
え
る
必
要
が
あ
ろ
う
。



　
右
の
如
く
観
点
を
設
定
し
た
揚
合
、
小
農
経
営
と
「
名
主
経
営
」
と
の
関
連
、
及
び
、
そ
れ
を
上
述
の
諏
訪
に
お
け
る
具
体
的
構
造
と

い
か
に
関
連
さ
せ
る
か
と
い
う
困
難
な
問
題
に
逢
着
す
る
。
そ
こ
で
ま
ず
、
名
主
経
営
と
い
う
揚
合
、
決
し
て
、
史
料
的
存
在
と
し
て
の

名
主
の
経
営
の
全
て
を
示
す
の
で
は
な
い
。
「
名
主
経
営
」
の
規
定
は
、
名
主
が
、
本
来
的
に
は
家
父
長
制
的
奴
隷
制
的
従
属
戸
を
有
す

る
点
に
あ
る
の
で
あ
り
、
そ
の
意
味
で
複
合
的
家
父
長
制
的
家
族
経
営
で
あ
る
。
従
っ
て
、
小
名
主
の
経
営
は
、
本
来
的
に
小
農
経
営
な

の
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
小
農
経
営
の
発
展
↓
「
名
主
経
営
」
の
動
揺
と
い
う
揚
合
に
は
、
右
の
意
味
の
「
名
主
経
営
」
の
内
部
分
解
の
傾

向
を
い
う
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
い
う
ま
で
も
な
い
こ
と
だ
が
、
そ
の
小
農
経
営
の
発
展
の
論
理
的
な
基
本
的
コ
ー
ス
は
、
決
し
て
、
小

名
主
の
発
展
に
あ
る
の
で
は
な
い
。
何
と
な
れ
ば
、
「
名
主
経
営
」
を
も
つ
名
主
こ
そ
、
そ
の
崩
壊
以
前
の
社
会
構
造
を
規
定
し
て
い
る

の
で
あ
り
、
そ
れ
故
に
、
「
名
主
経
営
」
こ
そ
、
そ
の
社
会
構
造
を
規
定
し
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
。
そ
の
崩
壊
以
前
の
社
会
構
造
と
は
、

諏
訪
で
は
、
前
述
の
如
く
、
惣
領
制
的
な
支
配
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

　
こ
う
し
て
、
小
農
経
営
の
発
展
↓
「
名
主
経
営
」
の
動
揺
は
、
「
名
主
経
営
」
主
の
、
「
小
農
経
営
」
者
に
対
す
る
階
級
的
対
処
を
必
然

化
す
る
。
こ
の
こ
と
の
み
が
、
有
力
名
主
と
一
般
名
主
と
の
社
会
関
係
を
支
配
関
係
に
変
質
せ
し
め
た
深
因
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、

こ
の
こ
と
の
み
が
、
「
名
主
経
営
」
主
た
る
名
主
と
、
前
述
の
、
武
田
馬
が
早
期
に
構
成
し
た
軍
事
的
構
成
と
の
連
合
を
可
能
に
す
る
。

　
こ
の
よ
う
に
み
て
く
る
と
、
諏
訪
に
つ
い
て
は
、
前
述
の
検
討
か
ら
、
次
の
如
く
説
明
出
来
る
。

　
永
禄
以
降
、
上
述
の
よ
う
な
一
連
の
基
礎
的
動
向
の
上
に
、
「
名
主
経
営
主
」
名
主
は
、
惣
領
制
的
支
配
者
と
、
有
力
神
人
層
の
武
田

家
臣
化
に
ょ
っ
て
、
構
成
さ
れ
て
い
た
諏
訪
支
配
に
お
け
る
武
田
氏
の
権
力
構
成
と
連
契
し
た
。
そ
の
連
契
の
様
相
は
、
一
部
に
、
右
の

過
程
の
早
期
な
展
開
に
よ
る
早
期
の
連
契
の
形
と
し
て
、
武
田
家
臣
団
と
の
被
官
関
係
に
入
り
こ
む
こ
と
に
よ
っ
て
軍
役
衆
と
な
り
、
他

　
　
　
　
　
幕
藩
制
的
秩
序
の
形
成
過
程
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
〇
一
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4
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
〇
二

は
、
ま
さ
に
そ
の
過
程
に
あ
る
も
の
と
し
て
の
例
え
ぱ
高
島
の
若
狭
守
の
如
き
、
或
い
は
印
判
衆
の
如
き
形
と
な
っ
て
現
れ
て
い
る
の
で

あ
る
。
し
か
も
、
右
の
基
本
的
コ
ー
ス
と
共
に
、
そ
れ
に
対
応
し
て
、
武
田
家
臣
団
の
旧
来
の
被
官
の
動
揺
を
生
み
出
し
、
こ
れ
ら
の
俳

徊
被
官
が
、
千
野
氏
の
如
き
有
力
武
田
家
臣
と
の
被
官
関
係
に
入
る
こ
と
も
促
進
要
因
と
な
っ
て
、
ま
さ
に
千
野
氏
を
最
高
権
力
者
と
し

た
戦
国
期
的
構
造
が
展
開
し
た
の
で
あ
る
。
千
野
氏
は
、
右
の
意
味
で
、
諏
訪
に
お
け
る
戦
国
大
名
的
進
化
の
典
型
で
あ
る
と
い
っ
て
い

い
だ
ろ
う
。

　
と
も
あ
れ
、
名
主
は
、
こ
う
し
て
、
軍
役
衆
・
地
侍
（
印
判
衆
は
形
こ
そ
異
る
と
は
い
え
、
本
質
的
に
は
変
ら
な
い
も
の
と
み
て
よ

い
Y
地
下
人
と
分
化
し
、
軍
役
衆
・
地
侍
は
、
手
作
経
営
を
有
ち
、
そ
こ
に
「
名
主
経
営
」
を
展
開
し
て
お
り
、
地
下
人
は
、
一
般
的

に
、
小
農
民
経
営
の
規
定
を
う
け
て
い
る
も
の
と
み
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
な
諏
訪
に
お
け
る
動
き
は
、
武
田
氏
の
初
期
の
支
配
の
原
則
を
大
き
く
変
え
て
く
る
の
で
あ
る
。
わ
れ
わ
れ
は
、
前
述
の
、

俳
徊
被
官
の
阻
止
に
武
田
氏
が
努
力
し
て
い
る
こ
と
や
、
天
正
期
に
入
っ
て
、
諏
訪
神
事
の
再
興
を
、
き
わ
め
て
強
圧
的
に
強
制
し
て
い

る
こ
と
を
想
起
す
れ
ば
よ
い
。
武
田
氏
の
諏
訪
支
配
の
原
則
は
、
一
貫
し
て
、
神
事
奉
仕
を
基
礎
と
し
た
惣
領
制
的
支
配
で
あ
り
、
諏
訪

に
お
け
る
戦
国
大
名
的
権
力
構
造
の
展
開
に
あ
っ
た
の
で
は
な
い
の
で
あ
る
。
だ
か
ら
、
諏
訪
に
右
の
よ
う
な
動
き
が
出
て
来
た
と
き
に
、

二
れ
を
、
一
方
で
は
被
官
統
制
、
他
方
で
は
神
事
奉
仕
強
制
と
い
う
形
で
押
え
よ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。

　
し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
強
制
が
必
ず
し
も
有
効
で
な
か
っ
た
と
こ
ろ
に
、
武
田
氏
の
諏
訪
支
配
の
微
妙
な
変
化
の
原
因
が
あ
る
。
そ
の

微
妙
な
変
化
と
は
、
や
は
り
、
軍
役
衆
・
地
侍
・
印
判
衆
・
地
下
衆
と
し
て
の
名
主
の
把
握
の
方
法
の
な
か
に
ひ
そ
ま
れ
て
い
る
。
武
田

氏
に
と
っ
て
、
主
要
な
権
力
の
基
礎
は
、
や
は
り
「
名
主
経
営
」
主
的
名
主
だ
っ
た
の
で
あ
り
、
そ
の
た
め
に
は
、
軍
役
衆
を
、
名
主
一



般
か
ら
明
確
に
区
別
す
る
必
要
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
上
で
、
直
接
に
、
「
名
主
経
営
」
主
た
る
名
主
を
、
地
侍
・
印
判
衆
と
し
て

把
握
し
た
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
地
侍
・
印
判
衆
と
し
て
の
直
接
的
把
握
は
、
こ
れ
ら
の
名
主
に
、
地
下
衆
支
配
の
特
権
を
与
え
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
そ
の
存
立
基
盤
の
強
化
を
は
か
り
、
他
方
で
は
、
年
貢
・
諸
役
負
担
の
直
接
的
責
任
者
と
し
て
の
地
位
を
確
定
す
る
こ
と
に
主

な
目
的
が
あ
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　
以
上
の
如
き
、
武
田
支
配
と
、
諏
訪
の
基
礎
的
展
開
と
の
か
ら
み
合
い
の
な
か
で
、
天
正
中
期
を
迎
え
た
の
で
あ
っ
た
。

　
註
　
　
史
科
は
、
多
く
、
「
諏
訪
史
料
叢
書
」
に
よ
っ
て
い
る
。
こ
の
叢
書
は
、
長
野
県
諏
訪
郡
教
育
会
の
刊
に
な
る
が
、
少
な
か
ら
ざ
る
誤
植
が
あ

　
　
り
、
か
つ
ま
た
史
料
批
判
の
余
地
の
あ
る
史
料
も
多
く
含
ま
れ
て
い
る
。
筆
者
は
、
幾
度
か
、
教
育
会
に
赴
き
、
教
育
会
所
蔵
の
、
千
野
家
文
書
・

　
　
志
賀
家
文
書
を
始
め
諸
史
料
、
及
ぴ
、
諏
訪
史
料
の
集
大
成
と
も
い
う
ぺ
き
諏
訪
史
料
雑
纂
に
よ
っ
て
、
右
の
叢
書
所
収
史
料
の
検
討
を
行
な
っ
た

　
　
が
、
本
稿
の
所
引
史
料
は
、
多
く
、
右
の
諸
文
書
・
雑
纂
に
よ
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
一
般
的
に
利
用
可
能
な
形
と
し
て
は
、
右
の
叢
書
が
存
在
す

　
　
る
の
で
、
以
下
、
当
該
史
料
の
、
叢
書
に
お
け
る
巻
数
を
示
し
て
お
く
。
例
え
ぱ
、
（
2
6
1
8
2
）
と
い
う
の
は
、
叢
書
二
六
巻
八
二
頁
所
収
の
意
で

　
　
あ
る
。

　
（
1
）
　
諏
訪
家
文
書
（
2
6
－
8
2
）

　
　
　
本
史
料
を
、
後
出
の
史
料
と
の
比
較
に
お
い
て
、
左
に
、
表
示
し
て
お
く
。

、

氏
姓

千
野

頼
重
公
一
族
家
臣

伊
豆
入
道

入
道
南
明
庵

（
伊
豆
舎
弟
）

　
永
禄
1
0

諏
訪
五
十
騎

伊
豆
入
道

丹
波
（
弥
五
郎
）

永
禄
1
0

起
請
文

千
野
同

心
衆

高
島
十

人
衆

神
戸

大六
炊郎

弥
五
右
衛
門

出
雲
左
馬
允

左
門

（
三
右
衛
門
）

幕
藩
制
的
秩
序
の
形
成
過
程

二
〇
三





花
岡

白
川

二
沢

飯
田

田
中

栗
沢

山
中

大
輪

高
木

牛
山

守
屋

村
松

山
田

中
村

六
郎

宮
内
丞

長
門
守

藤
兵
衛

対
馬
守

淡
路

宮
内
左
衛
門

主
水

　
（
藤
助
）

監
物

　
（
勝
親
）

正
兵
衛

　
（
昌
安
）

清
七
郎

周
防
守

彦
九
郎

石
見
守

若
狭
守

備
前
守

窺
醐
「

監
物

一

幕
藩
制
的
秩
序
の
形
成
過
程

藷
翌

篠
原

駒
沢

小
口

小
平

岩
波

柳
沢

一讃
岐
守

（
弥
三
郎
）

新
右
衛
門

（
五
郎
左

衛
門
）

民
部
少
輔

伊
勢

清
太
夫

　
忠
晴

［与

兵
衛

六
之
丞

小
太
夫

式
部
左

衛
門
尉

十
郎
丞

佐
太
夫

杢
丞
久
丞
善
三
深
左
衛

門
尉

右
近
丞

志
摩
守

主
馬
丞

主
水
祐

孫
右
衛

門
尉

二
〇
五
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竹
津

四
郎
兵
衛

両
角

筑
後
守

晴
助
藤
六
又
右
衛
門
尉
源
丞
作
内

関

織
部
丞

竹
田

新
兵
衛

鮎
沢

善
左
衛
門

助
兵
衛

彦
太
夫

源
三

小
沢

外門菅衛次
記尉左門郎
　　衛尉右

宮
坂

庄
左
衛

門
尉
平
次

宮
沢

縫
殿
助

二
〇
六

馨
i
原

山
岸

伊
藤

櫻
田

伊
藤

前

沢
吉
田

飯
島

知
久

一一

藤
左
衛
門
尉

　
　
　
昌
範

甚
十
　
繁
直

　志　出
安摩重雲
助守綱守

三
郎
右
衛

門
尉
　
近
重

式
部
左

衛
門
尉

朝
右
衛

門
尉
新
三

右
衛
門
尉

右
衛
門
尉

内
蔵
丞
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））））））））））））））））））
守
矢
家
文
書
（
2
6
1
2
7
）

上
社
神
長
官
家
文
書
（
1
5
1
6
1
）
欠
年
文
書
。

註
2
と
同
。

守
矢
家
文
書
（
2
6
1
7
3
）
承
久
元
年
八
月
一
五
日
付
文
書
。

守
矢
家
文
書
（
1
2
1
1
）

同
右
。

上
社
神
長
官
家
文
書
（
1
5
－
3
0
）
天
文
一
一
年
一
〇
月
七
日
付
定
書
。

如
法
院
文
書
（
1
6
1
の
）
天
文
一
一
年
八
月
吉
日
寄
進
状
写
。

同
右
、
丁
卯
一
一
月
一
二
日
付
奉
書
。

註
9
と
同
。

千
野
家
文
書
（
1
6
1
2
0
）
天
文
一
八
年
三
月
八
日
付
宛
行
状
。

蕗
原
拾
葉
、
巻
一
一
四
所
裁
。
卯
一
二
月
一
二
日
付
宛
行
状
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

小
和
田
八
剣
社
文
書
（
巧
1
1
）
天
文
二
四
年
二
月
一
四
日
付
寄
進
状
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1

大
祝
家
文
書
（
1
5
1
1
0
）
永
禄
九
年
壬
八
月
廿
八
日
付
朱
印
状
。

浜
家
文
書
（
1
6
1
2
6
）
天
文
一
八
年
八
月
二
三
日
付
宛
行
状
。

千
野
家
文
書
（
1
6
－
5
2
）
欠
年
書
状
。

千
野
家
文
書
（
1
6
1
6
9
）

千
野
家
文
書
（
拓
1
1
9
）
天
文
一
二
年
八
月
吉
日
宛
行
状
。

　
幕
藩
制
的
秩
序
の
形
成
過
程

二
〇
七
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二
〇
八

　
　
　
千
野
家
文
書
（
1
6
i
2
0
）
天
文
一
七
年
三
月
二
四
日
宛
行
状
。

　
　
　
そ
の
史
料
は
次
の
一
七
点
で
あ
る
。

　
　
　
天
文
一
五
、
神
長
官
宛
、
「
伊
那
郡
ひ
ろ
か
い
と
百
貫
之
地
」
寄
進
（
上
社
神
長
官
家
文
書
）
（
1
5
－
3
1
）

　
　
　
天
文
一
七
、
神
長
官
宛
、
「
御
頭
造
宮
神
領
神
田
諸
宮
公
事
造
立
其
外
諸
祭
礼
、
悉
守
往
古
」
安
堵
（
同
右
）
（
1
5
i
3
2
）

　
　
　
天
文
二
四
、
大
祝
宛
、
「
信
州
水
内
郡
添
田
之
内
諏
方
社
領
之
真
」
安
堵
（
諏
訪
家
文
書
）
（
1
6
1
1
）

　
　
　
弘
治
元
、
真
志
野
郷
宛
、
祭
桑
代
催
促
、
（
上
社
神
長
官
家
文
書
）
（
1
5
1
4
2
）

　
　
　
永
禄
二
、
禰
宜
新
兵
衛
宛
、
「
上
諏
方
九
頭
井
之
祭
礼
、
錐
百
年
以
来
断
絶
興
行
、
於
同
郡
栗
林
郷
田
地
六
反
令
寄
附
畢
」
寄
進
、
（
九
頭
井
大

　
　
夫
家
文
書
）
（
1
5
－
9
3
）

　
　
進
、
（
同
右
）
（
1
5
－
4
3
）

　
　
　
永
禄
九
年
、
千
野
孫
九
郎
宛
、
造
宮
銭
催
促
状
、
（
千
野
家
文
書
）
（
1
6
1
2
1
）

　
　
　
永
禄
九
年
、
神
主
酒
室
太
夫
宛
、
千
野
出
雲
給
地
た
る
竹
居
の
内
一
五
〇
〇
文
地
還
付
、
（
上
社
大
祝
家
文
書
）
（
1
5
－
1
0
）

　
　
　
永
禄
九
年
、
九
頭
井
太
夫
宛
、
小
口
田
役
一
貫
文
寄
進
（
九
頭
井
大
夫
家
文
書
）
（
1
5
1
9
4
）

　
　
永
禄
九
年
、
大
祝
宛
、
跡
部
越
中
知
行
の
内
旧
神
領
分
還
付
、
（
三
輪
家
文
書
）
（
1
6
1
餌
）

　
　
永
禄
九
年
、
八
劔
造
宮
定
書
、
（
小
和
田
八
剣
社
文
書
）
（
1
5
i
1
2
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
ー
　
永
禄
三
、
権
祝
宛
、
上
社
造
宮
催
促
、
（
権
祝
家
文
書
）
（
1
5
1
7
7
）

　
6
　
（
　
ー
　
永
禄
五
、
神
長
官
宛
、
寺
尾
郷
、
東
条
郷
の
諏
訪
上
宮
頭
役
勤
、
不
作
地
処
理
、
頭
銭
勤
役
に
つ
い
て
定
書
（
上
社
神
長
家
文
書
）
（
1
5
1
4
3
）

　
7
　
（
　
ー
　
永
禄
九
、
神
畏
官
宛
、
小
島
田
之
内
神
領
一
六
貫
文
「
如
先
規
」
寄
進
、
（
同
右
）
（
1
5
1
麟
）

　
　
　
ぐ
　
ー
　
永
禄
一
〇
、
神
長
官
宛
、
大
政
所
領
と
し
て
田
辺
郷
の
内
青
銭
一
〇
貫
文
寄
進
、
及
ぴ
、
荒
玉
神
事
と
し
て
、
田
辺
郷
の
内
青
銭
一
貫
文
を
寄

　
　

　
ず
し

（
2
0
）

（
2
1
）

　
D

　
2

　
3

　
4

　
5

　
㎝

　
⑳

　
働

　
面

　
面
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永
禄
一
〇
年
、
神
長
官
宛
、
荻
原
神
田
還
付
、
（
現
所
在
不
明
文
書
）
（
2
9
－
8
）

永
禄
一
〇
年
、
大
祝
宛
、
上
桑
原
郷
還
付
、
（
前
掲
）
（
如
法
院
文
書
）
（
1
6
－
4
9
）

永
禄
ニ
ニ
年
、
御
左
ロ
上
下
之
用
銭
三
貫
文
、
鹿
皮
三
放
の
催
促
状
、
（
田
中
文
書
）
（
2
9
1
8
）

武
田
氏
よ
り
発
せ
ら
れ
た
願
文
、
感
状
、
宛
行
状
、
奉
書
等
は
次
の
如
く
で
あ
る
。

（
番
号
）

　
D

　
2
　
3

　
4

　
5

　
6

　
7
　
8

　
9
　
①
　
U
　
㎝
　
働
　
面
　
働

　
q
⑤

　
圃

　　　　　　　　　　　弘　　　　　　　　　　　天（
　　　　　　　　　　　治　　　　　　　　　　　文年

3333　　224　21181817171615月
73331273799833883日11　1010　1023　2917　19　5　2823　8　241911　27　）

　
　
（
宛
　
名
）

安
国
寺

小
井
出
越
前

浜
右
近
進

千
野
靱
負
尉

同
　
右

浜
右
近
進

来
迎
寺

慈
雲
寺

小
平
杢
允

三
精
寺

神
洞
院

内
石
波
六
郎
心
石
衛
門
尉

小
出
藤
四
郎

千
野
靱
負
尉

溝
口
某

小
林
杢
允

幕
藩
制
的
秩
序
の
形
成
過
程

（
型
　
式
）

安感安寄宛宛宛感感願

堵状堵進行行行状状文

朱
印
状

同 感感感宛

右状状状行

　
　
（
備
　
考
）

伊
奈
郡
を
属
せ
ぱ
福
地
郷
寄
進
す
ぺ
し

佐
久
郡
志
賀
城
合
戦
軍
忠

塩
尻
峠
合
戦
軍
忠

真
志
野
内
一
五
〆
文

尾
之
口
郷
替
地
と
し
て
有
賀
郷

真
志
野
料
所
之
内
九
〆
文

寺
院
定
納
八
五
〇
〇
文
、
諏
方
右
衛
門
尉
忌
日
法
事
料
と
し
て

慈
雲
寺
領

川
中
島
合
戦
軍
忠

寺
山
・
寺
領

寺
領
沽
却
不
可
有
相
違

金
子
郷
三
〆
文
　
北
栗
林
＝
二
〆
文
　
計
一
六
〆
文

水
内
郡
葛
山
合
戦
軍
忠

同
　
右

同
　
右

安
曇
郡
小
谷
合
戦
軍
忠

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
〇
九
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一
橋
大
学
研
究
年
報
　
社
会
学
研
究

弘
治
3
7
1
1

　
　
3
7
U

　
　
3
7
1
1

永
禄
3
8
1
0

　
　
∩
ソ
7
2

　
　
9
奮

　
　
1
0
1
1
1
2

　
　
n
夘
4

12

n
溝
口
又
左
衛
門

岩
波
藤
五
郎

小
井
出
藤
四
郎

同
　
右

小
平
杢
允

千
野
出
雲

三
精
寺

諏
方
左
衛
門
尉

｛
　
諏
方
左
衛
門
尉

　
有
坂
与
右
衛
門
尉

　
浦
野
豊
前
守

4
宛奉朱奉安同同同
　　印　堵
行書状書・右右右
　　　　宛
　　　　行

宛
　
行

同
　
右

同
　
右

同
　
右

小
出
鶴
寿
方
四
〆
文
指
置
菅
九
郎
所
預
分
四
〆
文
宛
行

任
干
御
下
知
、
令
奉
公
者
所
望
之
旨
云
々

竹
居
一
五
〇
〇
文
を
辰
野
一
五
〇
〇
文
に
替
地

九
〇
九
三
文
寺
領
還
付

栗
林
内
三
〇
〆
文

北
栗
林
之
内

二
一
〇

　
U

　
⑤
　
同
右
（
1
6
－
2
0
）

　
小
平
家
文
書
（
1
6
1
2
4
）

　
藤
家
文
書
（
1
6
－
1
4
）

　
口
家
文
書
（
1
6
i
2
7
）

　
書
（
1
6
1
2
5
）
　
　
四

　
⑫
田
　
同
右

（
2
3
）

右
の
諸
史
科
の
出
典
は
次
の
如
く
で
あ
る
。

　
甲
府
長
禅
寺
文
書
（
1
6
1
6
6
）
　
　
③

　
　
　
　
　
　
　
工
藤
家
文
書
（
1
6
1
1
4
）
　
　
⑥

　
㈲
　
浜
家
文
書
（
1
6
1
2
6
）
　
　
ω
　
官
坂
家
古
写
文
書
（
1
6
1
9
2
）

　
　
⑳
　
官
坂
家
古
写
文
書
（
遁
1
9
0
）
　
　
⑳
　
同
右
（
1
6
－
8
7
）

　
⑳
　
千
野
家
文
書
（
1
6
1
2
0
）
　
　
個
　
溝
口
家
文
書
（
1
6
－
2
7
）

　
㈹
　
岩
波
家
文
書
（
1
6
－
2
7
）
　
　
α
勃
　
工
藤
家
文
書
（
2
6
1
9
0
）

大
祝
家
文
書
（
∬
1
1
0
）
　
　
囲
　
宮
坂
家
古
写
文
書
（
1
6
1
8
9
）

生
嶋
足
嶋
神
社
文
書
（
1
6
－
5
7
）

浜
家
文
書
（
1
6
1
2
6
）

飼

　⑳⑯圃 　
　
　
㈲
　
千
野
家
文
書
（
1
6
1
2
0
）

㈲
　
山
田
家
文
書
（
1
6
－
9
3
）
　
　
⑨

　
岩
波
家
文
書
（
1
6
1
2
7
）
　
　
働
　
工

　
小
平
家
文
書
（
1
6
1
2
5
）
　
　
㎝
　
溝

　
同
右
（
1
6
，
1
糾
）
　
　
⑳
　
小
平
家
文

新
編
会
津
風
土
記
所
収
、
小
森
文
書
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））））））））））））））））
註
1
の
附
表
参
照
。

諏
訪
家
文
書
（
2
9
1
1
）
、
註
1
の
附
表
参
照
。

上
社
神
長
官
家
文
書
（
1
5
1
4
2
）
欠
年
卯
月
廿
日
付
定
書
。

田
中
家
文
書
（
2
9
－
8
）
永
禄
一
三
年
卯
月
廿
日
付
催
告
状
。

上
社
神
長
官
家
文
書
（
1
5
1
5
0
）
欠
年
一
〇
月
四
日
今
福
昌
和
書
状
。

同
右
（
1
5
1
4
9
）
天
正
八
年
一
二
月
二
六
日
付
定
書
。

千
野
家
文
書
（
1
6
1
6
9
）
千
野
靱
負
目
安
案
。

禰
宜
大
夫
家
文
書
（
1
5
1
叫
）
天
文
二
三
年
三
月
廿
日
付
、
検
校
大
天
橘
善
盛
覚
書
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
1

上
社
神
長
官
家
之
書
（
1
5
1
4
8
）
天
正
二
年
壬
一
一
月
一
九
日
付
定
書
。

千
野
家
文
書
（
1
6
1
2
2
）
、
註
1
の
附
表
参
照
。

小
池
家
文
書
（
1
6
1
3
7
）
天
正
一
一
年
卯
月
一
〇
日
宛
行
状
。

藤
森
家
文
書
（
1
6
1
2
8
）
天
正
六
年
三
月
二
八
日
付
安
堵
状
。

諏
訪
家
文
書
（
1
6
1
5
）
天
正
七
年
二
月
一
六
日
付
造
宮
覚
書
。

花
岡
家
文
書
（
2
6
1
0
1
）
文
禄
四
年
四
月
四
日
付
。

　
　
　
　
　
　
　
1

諏
訪
家
文
書
（
2
6
1
垢
）
天
正
七
年
二
月
六
日
上
諏
訪
大
宮
同
前
宮
瑞
饒
外
垣
造
宮
帳
取
帳
。

上
社
大
祝
家
文
書
（
1
5
1
1
2
）
天
正
六
年
五
月
一
一
日
付
伝
馬
役
定
。

幕
藩
制
的
秩
序
の
形
成
過
程

二
一
一



一
橋
大
学
研
究
年
報
　
社
会
学
研
究

4

二
一
二

三
　
譜
代
地
位
の
確
立

ω
　
譜
代
地
位
の
確
立

　
天
正
一
〇
年
三
月
、
信
長
の
武
田
追
討
に
よ
っ
て
、
武
田
籏
下
と
し
て
高
島
城
を
守
っ
て
い
た
諏
訪
頼
量
父
子
が
殺
さ
れ
、
武
田
氏
の

諏
訪
支
配
は
終
っ
た
。
信
長
は
、
甲
州
と
共
に
、
諏
訪
郡
を
、
河
尻
肥
前
の
給
領
と
し
、
弓
削
十
蔵
が
諏
訪
郡
代
と
し
て
入
郡
し
た
。
諏

訪
諸
勢
力
は
、
全
く
逼
伏
し
た
か
の
よ
う
に
み
え
た
。
し
か
し
、
本
能
寺
の
変
は
、
こ
の
信
長
の
諏
訪
支
配
を
、
み
る
べ
き
成
果
を
も
た

ら
さ
な
い
ま
ま
、
わ
づ
か
三
ケ
月
で
終
ら
せ
た
。

　
北
大
塩
に
隠
棲
し
て
い
た
と
い
わ
れ
る
頼
忠
は
　
信
長
暗
殺
の
報
に
、
急
拠
挙
兵
、
高
島
城
を
奪
還
し
た
。
信
長
の
短
期
で
は
あ
る
が
、

諏
訪
の
支
配
と
、
そ
れ
に
よ
る
諏
訪
諸
勢
力
の
一
時
的
逼
伏
と
は
、
か
つ
て
武
田
氏
に
服
属
し
て
い
た
こ
れ
ら
諸
勢
力
の
、
諏
訪
氏
籏
下

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

へ
の
再
編
成
を
、
結
果
的
に
は
、
き
わ
め
て
容
易
に
し
た
の
で
あ
っ
た
。

　
諏
訪
諸
勢
力
を
統
合
し
た
諏
訪
氏
は
、
大
久
保
忠
世
を
通
じ
て
徳
川
家
康
に
通
じ
た
。
こ
こ
に
諏
訪
氏
は
、
譜
代
大
名
た
る
出
発
点
を

え
た
の
で
あ
る
が
、
家
康
は
、
早
く
、
同
年
七
月
一
四
日
付
を
以
て
、
か
の
著
名
な
「
定
書
」
を
酒
井
忠
次
に
与
え
て
い
た
。
そ
れ
は
、

五
条
よ
り
な
る
と
こ
ろ
の
、
信
州
一
二
郡
に
関
す
る
も
の
で
あ
る
。

　
こ
の
定
書
を
始
め
と
し
て
、
信
州
に
対
す
る
家
康
の
支
配
は
二
転
・
三
転
す
る
。
そ
の
始
め
て
の
こ
の
定
書
は
、
ま
ず
、
第
一
に
、
家

　
康
が
信
州
計
略
開
始
に
あ
た
っ
て
出
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
点
に
、
特
徴
を
も
っ
て
い
る
。
そ
の
こ
と
を
前
提
に
、
第
二
に
、
も
っ
と
も

　
注
目
す
ぺ
き
規
定
と
し
て
、



　
　
「
国
中
一
篇
二
納
候
上
も
、
弐
年
本
知
令
所
務
、
共
上
者
可
被
上
、
十
二
郡
不
納
間
令
本
知
相
違
有
間
敷
候
、
国
衆
同
心
同
前
事
」

　
と
い
う
条
目
を
も
っ
て
い
る
。
こ
の
規
定
は
、
信
州
諸
氏
に
、
二
年
問
の
安
堵
を
行
う
と
共
に
、
そ
の
後
は
、
知
行
を
上
知
す
る
と
い

　
う
内
容
を
も
っ
て
い
る
。
こ
こ
に
は
、
の
ち
の
、
幕
藩
制
的
知
行
制
の
原
型
を
み
る
こ
と
が
出
来
る
。

　
こ
の
忠
次
へ
の
定
書
は
、
諏
訪
氏
に
ど
の
よ
う
に
う
け
と
ら
れ
た
だ
ろ
う
か
。
こ
れ
よ
り
直
後
、
七
月
一
九
日
、
酒
井
忠
次
は
、
神
長

　
　
　
　
　
（
2
）

官
に
書
状
を
呈
し
、

　
　
「
働
当
国
江
拙
者
被
申
付
候
条
着
陣
候
、
連
々
諏
訪
之
儀
承
及
候
条
、
御
神
領
等
少
も
無
沙
汰
有
間
敷
候
」

と
伝
え
て
い
る
。
そ
こ
に
は
、
忠
次
が
、
信
州
一
二
郡
の
領
主
た
る
こ
と
を
自
ら
疑
わ
な
い
態
度
が
み
ら
れ
る
。
そ
れ
故
、
「
諏
訪
家
譜
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

の
次
の
記
事
は
、
ほ
穿
そ
の
真
実
を
伝
え
て
い
る
も
の
と
み
ら
れ
る
。

　
　
「
同
年
（
天
正
一
〇
年
）
甲
州
奉
属
　
東
照
宮
大
権
現
幕
下
之
時
、
大
権
現
家
臣
大
久
保
七
郎
右
衛
門
尉
忠
世
来
干
諏
訪
而
伝
　
鈎

　
　
命
、
日
、
甲
州
今
既
降
幕
下
諏
訪
亦
可
属
　
御
手
、
頼
忠
従
焉
、
自
余
後
、
又
、
大
権
現
老
臣
酒
井
左
衛
門
尉
忠
次
来
而
令
日
、
信

　
　
州
悉
予
所
指
揮
之
地
也
、
頼
忠
聴
之
怒
日
、
吾
可
奉
属
　
大
権
現
之
幕
下
、
何
従
忠
次
之
令
哉
」
「
其
後
酒
井
左
衛
門
尉
来
り
て
い

　
　
ひ
け
る
旨
、
信
州
ハ
我
領
地
な
る
間
、
信
州
の
も
の
は
こ
と
く
く
わ
れ
に
つ
く
へ
し
と
い
ふ
」

　
し
か
し
、
実
質
は
、
こ
の
定
書
が
、
信
州
の
宛
行
で
は
な
か
っ
た
こ
と
は
、
同
年
七
月
廿
六
日
付
で
、
依
田
信
蕃
に
、
諏
訪
・
佐
久
二

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）

郡
の
知
行
宛
行
状
が
出
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
明
ら
か
で
あ
る
。

　
こ
れ
ら
の
一
連
の
家
康
の
政
策
が
、
諏
訪
諸
氏
を
い
っ
そ
う
北
条
氏
に
接
近
さ
せ
て
い
っ
た
こ
と
は
、
す
で
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
と
こ

ろ
で
あ
る
。
し
か
し
、
諏
訪
氏
の
如
き
小
大
名
の
動
向
は
、
ま
ず
、
徳
川
氏
に
対
し
て
は
、
「
諏
訪
家
諸
」
に
ょ
れ
ば
、
沢
房
重
・
千
野

　
　
　
　
　
幕
藩
制
的
秩
序
の
形
成
過
程
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
一
三



　
　
　
　
　
一
橋
大
学
研
究
年
報
　
社
会
学
研
究
　
4
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
二
四

房
清
を
大
久
保
忠
世
に
托
し
て
、
本
領
安
堵
を
求
め
、
遂
に
、
天
正
一
一
年
三
月
廿
八
日
付
を
以
て
、
諏
訪
安
芸
守
宛
の
諏
訪
一
郡
宛
行

（
5
）
状
を
獲
得
し
た
の
で
あ
る
。
そ
の
後
、
諏
訪
氏
は
、
一
一
年
に
は
、
松
本
及
ぴ
上
田
攻
略
、
ご
一
年
に
は
長
久
手
の
戦
及
ぴ
妻
籠
の
戦
、

一
三
年
に
は
鳥
井
峠
の
戦
等
に
、
そ
れ
ぞ
れ
徳
川
の
手
勢
と
し
て
参
加
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
）

　
そ
し
て
、
真
田
攻
撃
に
際
し
て
、
天
正
一
三
年
七
月
一
二
日
、
家
康
及
ぴ
菅
沼
定
利
に
叛
逆
せ
ざ
る
旨
の
起
請
文
を
、
定
利
あ
て
に
呈

し
て
い
る
。
こ
こ
で
、
徳
川
譜
代
と
し
て
の
、
諏
訪
氏
の
地
位
は
確
立
し
た
と
い
え
る
。

　
一
方
、
天
正
一
〇
年
、
一
〇
月
二
五
日
、
徳
川
氏
と
和
約
な
っ
て
い
た
北
条
氏
と
の
関
連
は
、
当
初
き
わ
め
て
微
妙
で
あ
っ
た
。
同
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
）

○
年
六
月
二
五
日
、
斉
藤
定
盛
は
、
千
野
兵
衛
尉
に
対
し
、

　
　
「
近
日
信
州
面
へ
御
発
向
付
而
者
、
御
忠
信
肝
要
候
、
御
自
訴
之
儀
者
、
各
可
為
御
望
次
第
候
、
内
々
氏
邦
証
文
可
被
進
置
候
」

と
信
州
発
向
を
伝
え
る
と
共
に
、
氏
邦
へ
の
忠
信
を
求
め
て
い
る
。
又
、
同
月
三
日
に
は
、
松
田
憲
秀
が
、
村
上
主
膳
・
小
沢
縫
殿
に
対

し
、
諏
訪
氏
の
徳
川
氏
へ
の
内
通
に
関
し
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

　
　
「
氏
直
無
別
義
候
、
貴
客
御
働
此
時
二
候
」

と
の
書
面
を
与
え
て
い
る
。

　
家
康
が
、
諏
訪
頼
忠
を
掌
握
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
諏
訪
支
配
を
実
現
し
よ
う
と
し
て
い
る
の
に
対
し
、
北
条
氏
は
、
小
沢
・
村
上
等
の

給
人
を
通
じ
、
千
野
氏
を
中
心
と
す
る
諏
訪
土
豪
層
の
直
接
的
掌
握
を
計
っ
た
こ
と
は
注
目
さ
れ
て
よ
い
。

　
小
沢
・
村
上
両
氏
に
つ
い
て
、
小
沢
主
膳
亮
書
上
を
み
て
お
こ
う
。

　
　
「
私
先
祖
出
羽
守
源
頼
季
之
末
葉
村
上
丹
後
守
義
里
、
明
応
年
中
信
洲
諏
訪
罷
在
候
、
義
里
次
男
義
正
、
北
条
家
之
幕
下
同
家
村
上



　
主
膳
亮
盛
政
養
子
成
、
村
上
阿
波
守
と
申
候
、
其
子
私
実
高
祖
父
同
主
膳
亮
領
地
相
州
大
住
足
柄
豆
州
大
島
外
二
軍
役
之
料
弐
万
俵

　
二
百
貫
、
都
合
三
万
二
千
石
余
、
渋
取
口
之
将
手
勢
之
外
与
力
之
士
七
十
騎
、
松
田
尾
張
守
九
百
五
十
騎
之
内
尾
張
守
者
後
之
主
膳

　
亮
嫡
母
之
親
二
而
御
座
候
、
（
中
略
）
主
膳
亮
実
母
之
名
字
故
子
細
有
之
、
後
小
沢
と
改
申
候
」

「
藩
譜
私
集
」
巻
五
に
よ
れ
ば
次
の
如
く
で
あ
る
。

　
「
小
沢
正
則
銚
鴨
慨
武
田
臣
士
屋
惣
蔵
昌
惟
女

　
属
諏
訪
刑
部
太
夫
頼
重
卿
、
為
客
分
、
御
自
善
後
御
嫡
男
十
郎
太
郎
殿
同
道
諏
訪
退
去
　
（
中
略
）
信
州
諏
訪
郡
駒
沢
郷
住
、
其
後
下

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
9
）

　
舎
子
郷
住
之
由
、
家
臣
随
一
者
笹
岡
角
兵
衛
某
也
」

ま
た
、
小
沢
は
、
主
膳
亮
母
の
親
小
沢
藤
作
の
家
を
嗣
い
だ
姓
で
あ
り
、
小
沢
藤
作
は
、
武
田
家
臣
で
二
七
〆
文
を
領
し
、
駿
州
佐
野

口
の
侍
で
あ
っ
た
と
い
わ
れ
る
。

か
く
し
て
、
小
沢
．
村
上
両
氏
は
一
族
で
あ
り
、
天
文
年
間
以
降
、
諏
訪
氏
に
属
す
る
一
方
、
義
里
の
次
男
が
盛
政
の
養
子
に
な
る
こ

と
に
よ
っ
て
・
北
条
家
臣
で
も
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

叙
上
の
如
き
、
北
条
氏
の
諏
訪
掌
握
は
、
早
く
、
天
正
一
〇
年
に
結
実
し
た
。

　
「
於
山
口
同
島
可
有
忠
信
之
由
尤
神
妙
二
被
思
召
候
、
伍
山
ロ
同
島
之
城
井
知
行
方
被
任
置
候
、
弥
蜴
粉
骨
可
被
抽
忠
信
旨
、
依
御
状
如
件

　
　
天
正
＋
軽

　
　
　
　
七
月
獅
十
三
日
（
氏
直
印
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
奉
之

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
陸
奥
守

　
　
　
　
幕
藩
制
的
秩
序
の
形
成
過
程
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
一
五



一
橋
大
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二
一
六

安
房
守

　
　
　
　
大
祝
殿

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
0
）

　
　
　
　
知
野
右
兵
衛
尉
殿
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
ロ

　
頼
忠
は
、
す
で
に
成
人
し
て
天
正
六
年
、
大
祝
職
を
退
き
、
代
り
に
、
頼
満
が
大
祝
と
な
っ
て
い
た
。
そ
れ
故
、
北
条
氏
は
、
比
ぶ
ぺ

き
も
な
い
大
祝
の
伝
統
的
権
威
と
、
最
大
の
武
将
に
し
て
、
本
来
的
戦
国
大
名
代
の
途
を
歩
ん
で
い
た
千
野
氏
と
の
両
者
を
以
て
、
諏
訪

支
配
を
計
ろ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
惣
領
家
た
る
頼
忠
を
通
じ
て
、
大
祝
権
威
を
も
含
め
て
諏
訪
支
配
の
実
現
を
計
る
徳

川
氏
の
方
針
と
対
立
し
た
。
そ
の
対
立
は
、
神
長
官
の
次
の
如
き
不
満
・
批
判
或
い
は
動
揺
と
し
て
、
表
現
さ
れ
て
い
る
。

　
　
「
然
者
、
越
国
与
被
相
談
口
藪
之
由
承
候
キ
、
不
入
計
策
也
、
幸
信
玄
様
勝
頼
之
御
国
□
州
御
拘
、
慈
悲
専
之
由
承
候
間
、
尤

　
　
彼
御
方
奉
守
可
為
ロ
ロ
味
之
処
、
無
覚
悟
不
及
是
非
、
な
け
か
は
し
く
候
へ
共
、
頼
忠
口
U
衆
無
ニ
ニ
一
味
候
条
、
我
等
身
命
一
一
大

　
　
切
二
候
間
、
い
や
く
之
衆
口
も
た
れ
一
言
も
不
得
吐
出
、
無
念
之
段
　
大
明
神
御
覧
と
き
□
無
縁
三
州
江
被
申
合
候
条
、
尤

　
　
我
等
大
慶
不
過
之
、
已
二
御
宝
鈴
家
康
与
被
申
談
候
間
、
如
何
ニ
モ
深
御
罰
、
利
生
之
口
厳
重
二
致
之
、
一
身
之
本
望
二
而
酒
井

　
　
殿
井
五
人
之
御
近
□
入
何
鵜
謬
様
少
モ
兼
厘
蓋
士
之
無
望
、
我
簿
□
様
御
祈
璽
三
味
二
候
処
、
諏
訪
之
頼
忠
上

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
ロ

　
　
下
を
と
な
ふ
り
の
口
U
裏
を
如
返
、
翌
日
小
田
原
与
被
申
合
、
氏
尚
引
入
被
申
□
、
侍
之
法
義
相
背
沙
汰
之
限
二
候
」
（
天
正
一
〇

　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
2
）

　
　
年
八
月
一
七
日
付
願
文
）

　
も
ち
ろ
ん
、
頼
忠
と
大
祝
と
は
父
子
で
あ
る
か
ら
、
伝
統
的
に
も
、
事
実
的
に
も
、
惣
領
家
と
大
祝
と
は
分
離
さ
る
べ
き
事
情
は
全
く

な
い
。
従
っ
て
、
右
の
こ
と
は
、
諏
訪
氏
が
、
軍
事
的
・
政
治
的
ヒ
エ
ラ
ル
ヒ
ー
の
頂
点
に
あ
る
者
と
し
て
の
頼
忠
と
、
伝
統
的
権
威
の



象
徴
た
る
大
祝
と
を
自
ら
使
い
わ
け
る
こ
と
に
ょ
っ
て
、
保
身
の
術
と
し
た
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。

　
そ
れ
は
、
神
長
官
が
い
か
に
批
判
し
た
と
し
て
も
、
小
大
名
諏
訪
氏
の
と
る
べ
き
唯
一
の
道
だ
っ
た
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

　
し
か
し
、
家
康
と
、
北
条
氏
と
の
間
に
情
勢
の
逼
迫
が
起
れ
ぱ
、
諏
訪
諸
賃
も
、
そ
の
態
度
を
明
確
に
せ
ざ
る
を
え
な
い
。
天
正
中
期

に
お
け
る
秀
吉
、
家
康
の
対
北
条
政
策
は
、
漸
次
、
諏
訪
氏
と
、
北
条
氏
と
の
間
の
関
係
を
疎
遠
に
し
て
い
っ
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。

そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
小
田
原
陣
に
於
い
て
は
、
北
条
勢
と
し
て
、
松
田
憲
秀
籏
下
に
、
小
沢
縫
殿
助
・
村
上
主
膳
・
諏
訪
太
郎
が
加

わ
り
、
大
祝
職
を
天
正
一
五
年
に
退
い
た
頼
水
と
頼
忠
と
が
参
ず
る
徳
川
勢
と
対
陣
し
た
と
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
頼
忠
が
、
矢
島
某
・

千
野
外
記
を
、
小
沢
．
村
上
両
氏
に
派
遣
し
、
こ
の
両
氏
を
通
じ
て
、
松
田
憲
秀
の
離
叛
の
一
翼
を
担
っ
た
こ
と
は
著
名
の
事
実
に
属
す

る
。
か
く
て
、
諏
訪
氏
の
譜
代
大
名
た
る
地
位
は
不
動
の
も
の
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

回
　
天
正
後
期
の
支
配
構
造

　
前
項
に
み
た
如
き
、
諏
訪
氏
の
動
向
の
な
か
で
、
そ
の
領
国
支
配
の
あ
り
方
を
み
る
こ
と
と
す
る
。

　
天
正
一
〇
年
以
降
、
頼
忠
時
代
に
お
け
る
史
料
は
、
決
し
て
多
く
な
い
。
し
か
し
、
史
料
の
分
布
は
、
大
凡
、
天
正
一
〇
～
一
一
年
に

わ
た
っ
て
、
諏
訪
氏
の
給
人
支
配
が
成
立
し
て
来
て
い
る
状
態
を
物
語
っ
て
い
る
。
以
下
、
そ
の
内
容
に
わ
た
っ
て
、
若
干
の
考
察
を
試

み
轟
・

ω
　
給
地
の
性
格
に
つ
い
て
i
　
給
地
と
し
て
与
え
ら
れ
た
土
地
に
つ
い
て
、
ま
ず
み
る
こ
と
と
す
る
。
ω
～
功
は
・
全
て
・
註

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（

　
（
1
3
）
に
示
し
た
史
料
番
号
を
示
す
。

幕
藩
制
的
秩
序
の
形
成
過
程

二
一
七



（3）　（2）（1）号（6）（5）（4）

　
一
橋
大
学
研
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社
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学
研
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数
　
　
内
　
　
訳

－
　
有
賀
右
衛
門
尉
・
兵
衛
分
五
貫
文

2
　
＠
上
原
古
町
屋
敷
之
内
　
五
貫
文

　
　
㈲
逸
見
宍
平
之
内
　
　
　
一
五
貫
文

6
　
⑥
本
領
　
　
　
　
　
　
　
六
貫
文

　
　
㈲
南
大
塩
之
内
　
　
　
　
六
貫
文

　
　
⑥
中
村
之
内
矢
崎
与
五
右
衛
門
分

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
貫
文

　
　
⑥
中
村
之
内
長
田
治
郎
左
衛
門
分

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
貫
文

　
　
＠
古
田
之
内
松
下
分
　
　
一
貫
三
〇
〇
文

　
　
ω
南
大
塩
之
内
源
左
衛
門
分

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
貫
六
〇
〇
文

－
　
酒
蔵
分
之
内
　
　
　
　
一
〇
貫
文

－
　
大
和
十
余
人
衆
之
内
淡
路
本
引
後

2
　
⑥
田
辺
之
内
弥
七
郎
引
後
畠

二
一
八



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
貫
二
〇
〇
文

　
　
　
　
　
㈲
同
所
鑛
内
　
　
　
　
　
一
貫
二
〇
〇
文

　
の
　
－
　
大
輪
高
木
之
内
　
　
　
　
八
貫
文

　
⑧
　
－
　
千
手
堂
之
灯
明
免
　
　
　
一
貫
文

　
⑨
　
1
　
桑
原
惣
左
衛
門
尉
抱
下
宮
内

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
貫
文

　
ラ
　
ー
0
　
1
　
小
井
出
加
賀
分
　
　
　
二
六
貫
文

　
1
1
　
1
　
蔦
木
之
内
　
　
　
　
　
　
五
貫
文

　
N
　
1
2
　
2
　
＠
田
沼
之
内
矢
島
河
内
守
分

　
（
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
貫
七
五
〇
文

　
　
　
　
　
⑥
下
宮
東
分
之
内
　
　
　
四
貫
一
〇
〇
文

明
ら
か
な
よ
う
に
、
給
地
の
全
面
的
な
割
替
は
行
わ
れ
て
い
な
い
。
給
与
さ
れ
た
土
地
の
多
く
は
（
ω
、
⑥
の
＠
④
＠
ω
、
⑥
、
㈲
の

　
　
　
　
　

＠
、
⑨
、
0
2
の
㈲
㈲
）
諏
訪
民
が
故
地
復
領
の
際
に
没
収
し
た
旧
武
田
給
人
の
給
領
で
あ
る
。
ま
た
、
旧
来
か
ら
の
諏
訪
氏
の
本
領
地

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ラ

と
み
ら
れ
る
も
の
（
②
の
⑥
、
③
の
㈲
、
＠
、
㈲
の
㈲
）
も
あ
る
が
、
1
2
は
＠
の
替
地
で
あ
る
か
ら
、
大
凡
、
旧
武
田
給
人
領
の
分
配

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（

と
い
う
原
則
に
則
っ
て
い
る
と
い
っ
て
い
い
だ
ろ
う
。
従
っ
て
、
旧
武
田
給
人
か
ら
、
諏
訪
氏
の
支
配
に
、
給
人
と
し
て
入
っ
た
多
く

の
給
人
は
、
例
え
ば
、
⑥
の
㈲
、
1
0
の
如
く
に
、
本
領
を
安
堵
さ
れ
た
も
の
と
み
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（

　
　
　
　
幕
藩
制
的
秩
序
の
形
成
過
程
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
二
九



　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（ロ1

（12）（11）（10〉（9）（8）（の（6）（4）（3）（1）

　
宛
行
の
理
由
の
知
ら
れ
る
も
の
は
、

　
に
「
小
恩
」

　
を
除
く
と
、

　
以
上
、

鉄
炮
を
主
と
し
た
軍
事
力
強
化
を
主
眼
と
し
た
部
分
的
再
編
成
を
行
な
っ
た
も
の
と
い
い
う
る
。

　
　
一
橋
大
学
研
究
年
報
　
社
会
学
研
究
　
4
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
二
〇

宛
行
の
理
由
と
条
件
－
　
知
ら
れ
る
も
の
の
み
を
記
す
と
次
の
如
く
で
あ
る
。

　
依
小
恩
、
難
進
退
段
訴
訟
に
付
而
（
中
略
）
為
重
恩

　
武
具
等
都
而
厳
重
可
有
奉
公
者
也

　
去
年
以
来
嗜
壱
疋
、
就
勲
奉
公
（
中
略
）
自
分
之
鉄
砲
玉
薬
仕
度
仕
、
奉
公
可
相
勲
者
也
、

　
此
内
弐
貫
文
者
、
為
恩
地
与
出
置
、
自
分
鉄
砲
嗜
、
可
致
奉
公
者
也
、

　
副
祝
職
進
置
候
（
中
略
）
両
度
之
御
神
事
可
被
相
勤
厳
重
者
也

　
燈
明
無
怠
慢
可
為
肝
要
者
也

　
門
番
以
下
堅
可
相
勤
者
也

　
奉
公
無
油
断
可
相
勤
者
也

可
抽
奉
公
者
也

　
然
者
自
面
ル
、
鉄
炮
・
玉
薬
・
武
具
以
下
嗜
之
可
奉
公
者
也

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ω
＠
の
で
あ
る
が
、
の
は
神
事
に
関
す
る
も
の
で
あ
る
故
に
、
こ
れ
を
別
と
す
る
と
、
①
＠
、
共

　
　
　
で
あ
る
こ
と
を
理
由
に
し
て
い
る
。
ま
た
、
給
恩
の
条
件
の
判
明
し
て
い
る
も
の
も
の
、
⑧
の
神
事
再
興
に
関
す
る
も
の

　
　
　
主
と
し
て
、
軍
備
・
勤
役
の
励
行
で
あ
る
。
以
上
の
点
か
ら
、
こ
の
時
期
の
宛
行
の
基
本
方
針
は
だ
い
た
い
分
明
す
る
。

　
若
干
の
検
討
よ
り
知
ら
れ
る
よ
う
に
、
諏
訪
氏
の
権
力
構
造
は
、
大
凡
、
武
田
時
代
の
給
人
の
存
在
型
態
を
継
承
し
、
そ
れ
に
、



　
そ
れ
を
、
基
礎
構
造
の
側
面
か
ら
み
る
と
、
注
目
す
べ
き
は
、
ま
ず
前
掲
文
出
村
の
文
右
衛
門
尉
の
例
で
あ
ろ
う
。
以
下
若
干
の
検
討

を
行
う
こ
と
と
す
る
。

　
史
料
㈲
の
全
文
は
、
以
下
の
如
く
て
あ
る
。

　
　
「
　
　
追
而
四
百
文
者
年
貢
可
相
済
者
也
　
以
上
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ

　
　
田
辺
之
内
、
弥
七
郎
引
後
、
畠
壱
貫
弐
百
文
、
同
所
鍛
田
壱
貫
仁
百
文
、
此
内
弐
貫
文
者
、
為
恩
地
与
出
置
、
自
分
鉄
炮
嗜
、
可
致

　
　
奉
公
者
也
以
上
、

　
　
天
正
＋
一
姦

　
　
　
　
　
（
頼
忠
朱
印
）
八
月
七
日

　
　
　
　
　
　
踏
出
之
文
右
衛
門
尉
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
」

　
即
ち
、
文
右
衛
門
尉
を
、
軍
役
衆
と
し
て
と
り
た
て
、
二
貫
四
百
文
の
土
地
を
与
え
、
そ
の
う
ち
二
貫
文
は
「
恩
地
」
と
し
て
の
知
行

　
地
と
し
、
残
り
四
百
文
は
、
文
右
衛
門
尉
が
年
貢
を
負
担
す
ぺ
き
も
の
と
定
め
て
い
る
。
こ
う
し
て
、
こ
の
史
料
は
、
か
な
り
、
当
時

　
の
知
行
の
あ
り
方
を
明
示
し
て
い
る
と
い
え
る
。
即
ち
、
知
行
は
、
そ
の
内
容
と
し
て
、
経
営
所
有
権
を
も
含
む
の
で
あ
り
、
従
っ
て
、

　
そ
の
知
行
の
う
ち
に
は
、
「
恩
地
」
と
「
年
貢
」
負
担
地
を
含
ん
で
い
る
の
で
あ
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
次
の
史
料
が
あ
る
。

　
　
「
　
　
　
（
頼
忠
朱
印
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
文
出
村
印
判
衆

；
　
　
　
　
幕
藩
制
的
秩
序
の
形
成
過
程
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
一
二
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右
三
人
相
定
候
間
、
大
細
事
共
奉
公
趣
之
儀
、
柳
無
沙
汰
有
間
敷
者
也
、
価
如
件
、

　
　
　
天
正
拾
二
年
岬

　
　
　
　
　
　
十
月
廿
六
日

文
出
村
の
「
印
判
衆
」
三
人
を
定
め
た
も
の
で
あ
る
が
、
次
の
日
付
の
史
料
は
、

　
「
　
　
（
頼
忠
朱
印
）

　
　
　
　
　
　
定

　
染
物
役
令
免
許
畢
、
然
者
陣
留
主
中
、
門
番
可
奉
公
者
也
、
価
如
件
、

　
　
　
　
天
正
＋
仁
年
岬

　
　
　
　
　
　
　
　
十
月
廿
七
日

と
あ
る
。
踏
出
は
、
文
出
に
誤
り
な
い
し
、
文
右
衛
門
尉
は
、
出
雲
で
あ
る
こ
と
は
、

　
　
二
二
二

出
　
雲

与
三
右
衛
門
尉

右
衛
門
尉

　　　
　　14

　　）
」

　
　
　
　
　
　
与
三
右
衛
門
尉

　
　
　
　
　
　
右
衛
門
尉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
腸
）

　
　
　
　
　
　
文
右
衛
門
尉
　
　
　
　
」

こ
れ
も
ほ
穿
誤
り
な
い
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。



　
こ
こ
で
、
武
田
支
配
の
遣
制
た
る
印
判
衆
を
、
そ
の
軍
事
的
要
請
か
ら
積
極
的
に
設
定
し
て
い
る
こ
と
を
知
り
う
る
。

　
以
上
の
こ
と
か
ら
、
頼
忠
は
、
有
力
名
主
百
姓
に
「
恩
地
」
を
与
え
る
こ
と
に
ょ
っ
て
、
軍
役
衆
に
と
り
た
て
、
そ
れ
と
共
に
、
数
人

の
有
力
名
主
を
「
印
判
衆
」
と
し
て
把
握
し
、
奉
公
方
一
切
の
沙
汰
を
行
わ
せ
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
の
軍
役
衆
は
「
印
判
衆
」
の

頭
領
た
る
地
位
を
持
っ
て
い
た
で
あ
ろ
う
し
、
そ
の
意
味
で
、
こ
れ
ら
の
新
参
軍
役
衆
は
、
「
印
判
衆
」
の
一
員
で
も
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

そ
し
て
、
こ
の
よ
う
な
新
軍
役
衆
の
設
定
、
「
印
判
衆
」
の
設
定
は
、
こ
の
時
期
に
於
い
て
は
、
鉄
炮
を
主
体
と
し
た
軍
事
力
編
成
の
要
求

か
ら
行
わ
れ
た
と
い
う
時
代
的
特
徴
は
、
疑
い
え
な
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
以
上
の
検
討
を
通
じ
て
、
わ
れ
わ
れ
は
、
頼
忠
時
代
の
諏
訪
の
情
勢
に
つ
い
て
若
干
の
考
察
を
行
な
っ
て
来
た
。
そ
こ
で
は
、
基
礎
構

造
の
側
面
で
は
、
依
然
と
し
て
、
武
田
支
配
下
の
時
代
の
様
相
を
大
き
く
越
え
た
も
の
と
は
い
い
が
た
い
し
、
ま
た
、
頼
忠
の
支
配
構
造

も
ま
た
、
同
様
な
特
徴
を
も
っ
て
い
た
。
し
か
し
、
た
穿
注
目
す
べ
き
こ
と
は
、
諏
訪
氏
が
、
徳
川
氏
と
結
ぶ
こ
と
に
よ
っ
て
、
譜
代
大

名
化
の
道
を
、
中
に
、
鉄
炮
を
中
心
と
す
る
軍
事
力
強
化
を
含
み
な
が
ら
、
進
ん
で
い
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
し
て
、
か
の
干
野

氏
は
、
そ
の
動
向
の
な
か
で
、
諏
訪
氏
の
部
将
と
し
て
の
地
位
に
定
着
す
る
こ
と
と
な
り
、
と
も
か
く
、
名
実
共
に
、
諏
訪
氏
の
諏
訪
支

配
が
実
現
し
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　
こ
の
動
向
を
、
決
定
的
に
し
た
の
は
、
小
田
原
陣
で
あ
っ
た
し
、
さ
ら
に
そ
れ
に
つ
穿
く
、
徳
川
氏
の
関
八
州
へ
の
移
封
で
あ
っ
た
。

こ
れ
に
よ
っ
て
、
諏
訪
氏
は
、
武
州
奈
良
梨
、
羽
生
、
蛭
川
の
地
に
、
転
封
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
諏
訪
郡
支
配
は
、
日
根
野
高

吉
の
手
に
帰
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
6
）

　
諏
訪
氏
は
、
文
禄
元
年
、
給
領
の
分
散
を
訴
え
て
「
一
所
之
地
御
訴
訟
申
上
」
、
上
州
総
社
に
転
封
さ
れ
、
頼
水
が
家
督
を
つ
い
だ
。
こ

　
　
　
　
　
幕
藩
制
的
秩
序
の
形
成
過
程
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
二
三
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諏
訪
の
地
で
は
、
い
わ
ゆ
る
「
太
閤
検
地
」

が
実
施
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

ニ
ニ
四

四
　
幕
藩
制
の
原
理
的
確
立

　
諏
訪
氏
に
代
っ
て
、
諏
訪
郡
が
日
根
野
高
吉
の
所
領
と
な
り
、
そ
の
支
配
を
交
替
し
た
の
は
、
天
正
一
八
年
七
月
の
事
で
あ
る
。
．
一
の
、

諏
訪
氏
の
、
武
州
転
封
は
、
諏
訪
藩
制
史
上
、
き
わ
め
て
重
要
な
意
味
を
も
つ
が
、
わ
れ
わ
れ
は
、
そ
の
事
を
確
定
す
る
た
め
に
、
日
根

野
治
政
期
、
も
っ
と
も
重
要
な
政
策
で
あ
る
大
閤
検
地
を
検
討
す
る
こ
と
に
す
る
。

　
も
ち
ろ
ん
、
こ
こ
で
い
う
右
の
意
味
は
、
史
料
的
な
限
界
も
あ
り
、
太
閤
検
地
そ
の
も
の
歴
史
的
意
義
を
解
明
し
よ
う
と
す
る
こ
と
を

第
一
の
目
的
と
す
る
検
討
で
は
な
い
。
む
し
ろ
、
特
定
の
検
地
帳
を
素
材
と
し
て
、
天
正
一
八
年
段
階
の
諏
訪
の
基
礎
構
造
を
、
明
ら
か

に
し
た
い
と
い
う
の
が
そ
の
視
角
で
あ
る
。
そ
の
意
味
で
、
こ
こ
で
は
、
天
正
一
八
年
一
二
月
付
の
、
「
塩
沢
検
地
帳
」
を
と
り
あ
げ
る
こ

　
　
　
（
1
7
）

と
と
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
8
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
9
）

　
諏
訪
の
太
閤
検
地
帳
は
、
当
帳
の
他
に
、
天
正
一
八
年
「
山
裏
北
大
塩
村
田
細
引
得
帳
」
、
「
真
志
野
村
外
山
畠
帳
」
や
、
文
禄
四
年
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
0
）

　
伝
え
ら
れ
る
「
中
沢
村
み
出
名
寄
帳
」
等
が
あ
る
。
し
か
し
、
後
二
者
は
、
表
題
に
明
ら
か
な
如
く
、
「
山
畠
帳
」
「
見
出
名
寄
帳
」
で

　
あ
っ
て
、
検
地
帳
か
ら
い
え
ば
特
殊
な
も
の
で
あ
る
。

　
そ
こ
で
「
北
大
塩
村
田
畑
引
得
帳
」
が
問
題
で
あ
る
が
、
こ
の
「
引
得
帳
」
は
、
塩
沢
「
検
地
帳
」
と
、
全
く
同
一
の
記
載
で
あ
り
、

　
た
Ψ
、
塩
沢
検
地
帳
が
、
引
得
帳
と
同
じ
記
載
の
後
に
、
九
六
筆
の
余
分
な
記
載
を
含
ん
で
い
る
。
こ
の
形
の
差
か
ら
、
筆
者
は
引
得

　
桜
が
、
塩
沢
検
地
帳
の
一
部
を
写
し
た
も
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
の
で
あ
る
が
、
何
れ
に
し
て
も
確
定
は
し
が
た
い
。
た
穿
、
塩
沢



　
検
地
帳
の
裏
に
は
、
「
寛
永
九
年
灰
原
田
村
両
角
作
内
分
外
指
出
書
」
が
記
さ
れ
て
お
り
、
「
引
得
帳
」
の
表
紙
に
、
「
天
正
拾
八
年
よ
り

　
延
宝
九
酔
年
迄
九
拾
弐
年
二
成
」
と
記
さ
れ
て
い
る
所
よ
り
み
れ
ば
、
「
検
地
帳
」
の
方
が
、
は
る
か
に
早
く
書
写
さ
れ
た
も
の
と
み
る

　
こ
と
が
出
来
る
。
恐
ら
く
、
引
得
帳
は
、
検
地
張
を
、
延
宝
九
年
前
後
に
、
書
写
し
た
も
の
で
は
な
か
ろ
う
か
と
考
え
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
こ
の
「
検
地
帳
」
は
、
村
全
体
を
三
つ
に
わ
け
て
記
し
、
そ
の
各
地
域
毎
に
、
田
方
、
畠
方
に
更
ら
に
わ
け
て
記
し
て
い

る
。
し
か
も
前
．
後
欠
で
あ
る
た
め
に
、
第
一
の
地
域
の
田
方
と
、
第
三
の
地
域
の
畠
方
（
屋
敷
を
含
む
）
と
が
充
全
で
な
い
。
し
か
し
、

前
．
後
欠
に
か
か
わ
ら
ず
、
な
お
、
こ
の
検
地
帳
が
、
塩
沢
村
の
検
地
帳
と
し
て
検
討
に
耐
え
う
る
も
の
で
あ
る
こ
と
は
、
次
の
理
由
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
1
）

よ
る
。
即
ち
、
「
天
正
十
八
年
八
月
朔
日
、
徳
川
公
御
家
来
伊
奈
熊
蔵
忠
勝
様
、
諏
訪
郡
御
検
地
御
高
帳
」
は
、
諏
訪
郡
の
「
石
直
し
」
を

示
す
き
わ
め
て
重
要
な
史
料
で
あ
る
が
、
そ
れ
に
よ
る
と
、
塩
沢
郷
の
高
は
、
二
三
一
石
一
斗
五
升
で
あ
る
。
そ
れ
に
対
し
、
こ
の
「
検

地
帳
」
の
示
す
石
高
の
総
計
は
、
二
二
八
石
五
斗
二
升
二
合
で
あ
り
、
差
は
、
わ
ず
か
三
石
に
す
ぎ
な
い
。
従
っ
て
、
前
・
後
欠
の
部
分

は
、
ご
く
僅
か
で
あ
る
と
い
い
う
べ
く
思
わ
れ
る
。
た
ぐ
、
決
定
的
な
こ
と
は
、
後
欠
部
分
に
含
ま
れ
た
に
違
い
な
い
数
筆
の
屋
敷
記
載

が
明
ら
か
で
な
い
こ
と
で
あ
り
、
こ
の
点
は
充
分
に
配
慮
さ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　
こ
の
検
地
帳
を
一
見
し
て
知
ら
れ
る
所
は
、

　
　
　
　
水
そ
い
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
、
、

　
　
「
中
田
　
　
五
畝
歩
　
七
斗
五
升
　
　
　
う
せ
人
　
市
右
衛
門
」

の
如
き
、
「
失
人
」
記
載
が
非
常
に
多
い
こ
と
で
あ
る
。
従
っ
て
、
こ
の

記
載
型
式
に
よ
っ
て
名
請
人
を
五
つ
の
型
に
わ
け
る
こ
と
と
す
る
。

も
　
　
　
　
幕
藩
制
的
秩
序
の
形
成
過
程

「
失
人
」
記
載
を
中
心
に
、
整
理
・
検
討
し
て
み
よ
う
。

二
二
五
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学
研
究
年
報
　
社
会
学
研
究
　
4

n
型
は
、
次
の
如
き
記
載
か
ら
の
み
な
る
所
持
百
姓
、

〔　
「
下
畠
　
弐
畝
十
七
歩
　
壱
斗
八
升
弐
合
　
な
か
の
目
市
之
丞
」

m
型
は
、
次
の
如
き
記
載
か
ら
の
み
な
る
所
持
百
姓

〔　
　
　
　
水
そ
い
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
、
、

　
「
中
田
　
　
五
畝
歩
　
七
斗
五
升
　
　
　
う
せ
人
　
市
右
衛
門
」

皿
型
は
、
次
の
二
つ
の
記
載
型
式
か
ら
の
み
な
る
所
持
百
姓

〔　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ
　
ヤ
　
ヤ

　
㈲
　
「
下
畑
　
九
畝
十
二
歩
　
六
斗
五
升
八
合
　
う
せ
人
　
新
右
衛
門

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
太
郎
左
衛
門
卜
成
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ
　
ヤ
　
ヤ

　
㈲
　
「
下
畑
壱
反
三
畝
歩
九
斗
壱
升
　
　
　
う
せ
人
　
新
右
衛
門
」

M
型
は
、
次
の
二
つ
の
記
載
型
式
よ
り
な
る
所
持
百
姓

〔　
　
　
　
　
　
　
　

　
⑥
　
　
「
下
畠
　
六
畝
　
　
　
三
斗
六
升
　
　
　
善
四
良
」

　
　
　
　
　
　
同
所
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
、
　
、

　
㈲
　
　
「
中
田
　
壱
反
六
畝
廿
六
歩
　
弐
石
五
斗
三
升
　
う
せ
人
　
善
四
良
」

切
型
は
、
次
の
三
つ
の
記
載
型
式
よ
り
な
る
所
持
百
姓

〔
　
　
　
　
　
　
同
所
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
、
　
、

　
⑥
　
「
下
畠
　
四
畝
廿
三
歩
　
三
斗
三
升
六
合
　
　
　
う
せ
人
　
右
衛
門
丞

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
弟
清
＋
郎
ト
成
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ
　
ヤ
　
ヤ

　
㈲
　
　
「
中
畠
　
九
畝
十
歩
　
　
七
斗
四
升
五
合
　
　
　
う
せ
人
　
右
衛
門
丞
」

　
　
　
　
　
　
同
所

　
＠
　
「
下
畠
　
弐
畝
十
歩
　
　
壱
斗
六
升
九
合
　
　
　
　
右
衛
門
丞
」

二
二
六



も
ち
ろ
ん
、
こ
れ
ら
の
分
類
は
、
検
地
帳
の
記
載
の
し
か
た
に
関
連
す
る
。
若
干
そ
の
検
討
を
し
て
お
こ
う
。
切
及
び
M
に
属
す
る
も

の
は
次
の
各
二
人
で
あ
る
。
（
表
ω
・
表
ω
）

〔表1

積書1地名請人1肩晋1註

〔V〕

吉田右衛門丞 r失人」 「弟清十郎ト成」 　畝歩67．03
「失人」 ナ　　　　　　シ 田　43．02

畠10829

屋　3，00

ナ　　シ ナ　　　　　　シ 畠！6．20

〆
Q
　
8
　
7
　
　
6

ユ
　
ユ
　
ユ
　
O

ワ
創
　
《
⊥
　
8
　
　
1

2
　
　
　
　
一
〇
　
　
－

畠
屋
畠
畠

」
　
　
シ
　
シ

成ト衛兵市鷹同　清右衛門1「失人」1「弟

幕
藩
制
的
秩
序
の
形
成
過
程

ナ
ナ
」
シ

人失「
ナ

〔表2

〔w〕

田22．14

畠8．27

屋　4，00

畠30．00

「失人」

ナシ

郎四善

畠68、00

畠19．08
」
シ

人失「
ナ

吉田　七郎左衛門

従
っ
て
、
殊
に
、
V
の
⑥
の
記
載
は
、
⑫
㈲
の
何

　
　
　
　
　
　
〔

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

れ
か
に
当
然
入
る
べ
き
も
の
か
も
し
れ
な
い
。
W
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔

揚
合
も
ま
た
、
名
請
人
は
両
方
と
も
「
本
人
」
な
の

で
あ
っ
て
、
記
載
型
式
の
上
で
、
そ
れ
が
略
記
さ
れ

た
も
の
と
み
て
よ
い
の
か
も
知
れ
な
い
。

　皿
に
つ
い
て
み
る
と
（
表
⑥
）
、
六
人
に
関
し
、
量

〔的
に
は
㈲
の
型
式
が
多
い
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
こ
の

揚
合
、
明
ら
か
に
、
「
失
人
」
と
い
う
記
載
は
、
そ
の

耕
地
が
無
主
地
と
な
っ
て
い
る
こ
と
を
示
す
の
で
あ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

る
か
ら
、
量
的
に
は
、
「
失
人
」
の
結
果
、
皿
の
揚
合

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔

に
於
い
て
も
、
耕
作
放
棄
さ
れ
た
こ
と
を
示
し
て
い

　
　
コ

る
。
H
の
揚
合
も
同
様
で
あ
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も

　
　
〔

な
い
。
地
積
か
ら
い
え
ば
、
表
㈲
の
如
く
で
あ
る
。

即
ち
、
少
な
く
も
、
耕
地
全
体
の
、
三
七
・
七
％
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
二
七

　
　
　
〔
　
　
　
　
　
　
〔

〕　
　
　
　
　
　
　
）
、



一
橋
大
学
研
究
年
報
　
社
会
学
研
究

4

〔表3

積地書註肩書人請名

〔皿〕

田　24．20

田　　5．00

畑　7。08

宗兵衛ト成
ナ　　　 シ

人
”
失市右衛門

畠9，17

屋4，00

田7。10

畑28，02

太郎左衛門ト成

ナ　　　　　シ

〃
　
　
　

〃

新右衛門

6
　
5
　
7
　
戸
0

1
　
2
　
2
　
0

5
免
5
a

　
9
1
5

畠
田
畠
屋

弟与兵衛ト成

ナ　　　　　シ

〃
　
〃

二　郎　左　衛　門

畠99．04

　　　0

善九郎ト成
ナ　　　　　　シ

〃
　

〃

新　　左　　衛　　門

2
　
0
　
0

2
　
ワ
印
　
n
乙

3
4
。
4

　
3
　
1

畠
田
畑

新六ト成
ナ　　　シ

〃
　

〃

吉田七郎右衛門

門
D
　
ρ
0
　
4

0
　
2
　
ワ
創

工
ε
L

　
2
　
6

田
田
畠

清左衛門ト成
　レ　　　　　　　　　　　　　ヘ
ノ　　　　　　　　ソ

〃
　

〃

いもじや　与五右衛門

　
　
　
　
　
　
二
二
八

無
主
地
と
な
っ
て
い
る
こ
と
は
明
ら
か
で

　
あ
る
。

　
以
上
の
検
討
か
ら
、
天
正
一
八
年
段
階
に

於
い
て
、
少
な
く
も
三
七
・
七
％
の
無
主
地

が
あ
り
、
そ
れ
が
「
失
人
」
に
基
く
も
の
で

あ
る
こ
と
が
示
さ
れ
た
。
そ
こ
で
、
次
に
こ

　
　
　
　
　
　
　

れ
ら
の
ー
～
V
の
各
々
の
型
の
階
層
性
を
み

　
　
〔
　
　
　
〔

る
こ
と
に
し
よ
う
（
表
⑥
）
。
ま
た
、
序
で

　
コ
　

に
、
I
H
の
な
か
で
、
そ
の
所
持
地
の
内
容

　
〔
〔

　
　
　
　
ヤ
　
ヤ
　

ヤ
　

ヤ
　

ヤ
　

ヤ
　

ヤ
　

ヤ
　

ヤ

を
み
る
た
め
に
畠
の
み
を
名
請
す
る
者
は
表

㈲
の
如
く
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
表
⑥
表
ω
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

示
し
た
「
誰
某
ト
成
」
の
誰
某
と
、
1
と
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔

関
連
を
示
し
て
お
く
（
表
ω
）
。

　
以
上
で
、
こ
の
検
地
帳
に
基
く
、
主
要
な

資
料
の
提
示
を
行
な
っ
た
。
そ
こ
で
、
こ
れ
ら
の
資
料
を
綜
合
的
に
理
解
す
る
こ
と
が
次
の
課
題
で
あ
る
。
ま
ず
、
太
閤
検
地
以
前
の
構

造
か
ら
考
察
し
よ
う
。
表
⑥
、
表
⑥
よ
り
み
る
と
、
わ
れ
わ
れ
は
、
お
お
よ
そ
、
そ
れ
を
次
の
よ
う
に
考
え
る
こ
と
が
出
来
る
。
即
ち
、



〔表4

ち
」魏
潔
計蝋懸鎚

　
主鍵関係全耕地型

O1248，22｝
畝
0
0
0

26

9
2
7

総
9
K

3
8
4

国
畠
屋

1

262．04262．04

21il！｝田32．00

畠226．04

屋　4，00

H

398．16595．10

1
羅
｝

く
》
　
〇
　
　
一
〇

　
　
　
　
　
　
の

兇
駈
皿

1
　
　
4
田
畠
屋

皿

103．11152．19

雛
｝田　　22．14

畠　126．05

屋　　4，00

w

213，13332，21

・liili／田　　43．02

畠　285。01

屋　　4ユ8

V

（39．7％）

（368％）

（47，6％）

270．06

688。08

19．05

田　　680．07

畠1872．29

屋　　39．20

総
　
計

（37．7％）977．19計2592，29

農
民
層
は
・
そ
の
所
持
地
の
分
布
よ

り
み
て
、
九
反
乃
至
一
町
歩
以
上

（
以
下
上
層
と
称
す
る
）
、
一
町
～

三
乃
至
四
反
の
層
（
中
層
）
、
四
反
乃

至
三
反
以
下
（
下
層
）
の
三
層
に
、

わ
け
る
こ
と
が
出
来
る
。
そ
し
て
、

上
層
農
民
は
、
恐
ら
く
、
御
館
層
で

あ
る
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

　
こ
の
こ
と
を
実
証
す
る
こ
と
は
、

　
殆
ど
不
可
能
に
近
い
。
た
穿
そ
れ

　
を
徴
す
べ
き
事
実
を
求
め
れ
ば
、

　
表
ω
に
つ
い
て
、
み
る
こ
と
が
出

来
る
。
即
ち
、
表
ω
に
於
い
て
、
註
記
の
無
い
善
九
郎
は
、
恐
ら
く
、
新
左
衛
門
の
弟
、
或
い
は
そ
れ
に
近
い
血
縁
の
者
で
あ
ろ
う
。

　
　
　
　
　
コ
　
　
　
　
　
　
　
　

と
す
る
と
、
皿
及
び
V
の
名
請
人
の
う
ち
、
上
層
に
含
ま
れ
る
農
民
の
全
て
は
、
た
と
え
、
彼
が
「
失
人
」
と
な
っ
た
に
せ
よ
、
彼
の

　
　
　
　
　
〔
　
　
　
　
　
　
　
〔

弟
を
中
心
と
す
る
血
縁
者
が
、
そ
の
名
請
地
の
相
続
人
と
し
て
現
存
し
て
い
る
点
に
於
い
て
、
中
・
下
層
と
は
全
く
異
る
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

し
か
も
、
そ
の
弟
及
び
血
縁
者
が
、
1
に
は
名
を
現
わ
さ
な
い
も
の
で
あ
る
と
い
う
こ
と
と
結
ん
で
考
え
る
と
、
こ
の
、
上
層
農
民
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔

　
　
　
　
幕
藩
制
的
秩
序
の
形
成
過
程
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
二
九



〔表5

計〔1〕　〔H〕　〔皿〕　〔IV〕　〔V〕

一
橋
大
学
研
究
年
報
　
社
会
学
研
究
　
4

　
）
　
）
　
　
　
　
　
　
　
　
）
　
）
　
）
　
　
　
　
　
）

　
2
　
　
1
　
　
　
　
　
　
　
　
2
　
　
2
　
　
1
　
　
　
　
　
1

　
（
　
（
　
　
　
　
　
　
　
　
（
　
（
　
（
　
　
　
　
　
（

　
2
1
　
1
8
3
1
2
2
4
7
5（2）

6（2）

10

1（1）1（1）

1（1）

　　　　　　　　　　　1

41（1）111（1）
3（2）

　　　　　　　　　　　　　　　　1（1）

1　　　　　　　1

1　　　　1（1）

2　　　1　　　1

4（2）1

5（2）1

8　 2

　畝
300

200

150

100

90

80

沁
6
0

50

0
3
0
2
0
1
0
5
0

52（13）32（7）10（1）6（2）2（1）2（2）

〔表6

〔1〕〔H〕

1（1）

1

2　　　4

3（1）1

3（1）1

7　　　2

計16（2）9（1）

（　）内屋敷所持人数．

但，屋敷は他にもあるであろうことは前述．

　畝
300

200

150

100

90

80

70

0
5
040

0
2
0
1
0
5
0

計

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
三
〇

　
家
族
型
態
は
、
他
の
階
層
と
異
り
、
御
館
経
営
に
固

　
有
な
複
合
型
態
の
家
族
構
成
を
、
な
お
強
固
に
も
っ

　
て
い
た
も
の
と
い
え
る
の
で
あ
る
。

　
こ
の
、
上
層
“
御
館
百
姓
と
、
催
役
労
働
制
的
関
係

を
結
ん
で
い
た
の
が
、
下
層
”
被
官
百
姓
で
あ
る
。
殊

に
、
被
官
百
姓
の
共
通
し
た
特
性
で
あ
る
畠
作
地
の
み

の
名
請
が
、
表
㈲
に
よ
っ
て
、
こ
の
階
層
に
特
徴
的
で

あ
る
こ
と
は
、
右
の
こ
と
の
証
左
で
も
あ
る
。
彼
ら
が
、

自
己
の
経
営
を
畠
作
地
を
主
体
と
し
た
型
態
で
所
有
し
、

そ
の
剰
余
労
働
を
、
御
館
経
営
の
耕
作
に
、
ほ
穿
完
全

に
搾
取
さ
れ
て
い
た
で
あ
ろ
う
こ
と
は
、
殆
ど
疑
い
よ

う
が
な
い
。
そ
し
て
、
こ
の
下
層
百
姓
の
な
か
で
、
過

半
を
し
め
る
畠
作
地
の
み
の
名
請
と
い
う
事
実
は
、
こ

の
畠
作
地
名
請
下
層
百
姓
が
、
よ
り
い
っ
そ
う
強
い
被

官
関
係
に
あ
っ
た
こ
と
を
示
す
と
共
に
、
御
館
経
営
の

強
固
さ
を
物
語
っ
て
い
る
。



〔表7

訓臨＋朦九隔兵1新六鷹癬1左僑兵

6　56　
　
3

2
　
0

9
　
1

1
　
　
6

5ユ92　　
2

　
　
　

　
　
且／／／／櫨

　
て
　
し
　
と
　
〕
　
1
　
〔

5．16

99．04

二郎左衛　自
門より　　田

新左衛門　白
より　　　田

24．20

9．17

4．00

3，22

田
　
畠
屋
　
畠

モ

門
　
　
門
　
　
衛

衛
　
衛
　
右
り

右
り
右
り
郎
よ

市
よ
新
よ
七
門

1。05
与五右衛
門より田

コ皿
名
請
百
姓
よ
り

〔

幕
藩
制
的
秩
序
の
形
成
過
程

30ス6　
　
6

　
　
ユ

　
　
2
2

畠
　
　
畠

丞
　
門

門
　
衛

衛
り
右
り

右
よ
清
よ
｛　Vより

〔

　　　　　　　田

　　　　島

　　　　　　屋

22．16 67．03 99．04 5．16 17．14

30．20 19．26

0．20

．00

30．06

22．16167、03199．041　5．16117，14130。20194．16130，06言十

二
郎
左
衛
門
弟

右
衛
門
丞
弟

清
右
衛
門
弟

　
　
註

　
次
に
、
中
層
の
農
民
た

ち
は
、
何
れ
に
せ
よ
、
右

の
二
階
層
の
農
民
の
中
間

的
表
現
で
あ
る
。
そ
こ
で
、

右
の
二
階
層
の
理
解
よ
り

み
る
と
、
七
～
八
反
層
と

（
中
上
層
と
い
う
）
そ
れ

以
下
と
は
、
一
応
区
別
で

き
る
。
即
ち
、
中
下
層
と

も
い
う
べ
き
四
～
五
反
層

は
、
当
然
、
下
層
農
民
の

う
ち
の
、
田
畠
名
請
人
の

上
層
と
考
え
ら
れ
、
前
述

の
よ
う
な
被
官
百
姓
の
成

長
し
た
姿
と
し
て
み
て
よ

い
。
表
⑥
㈲
と
を
、
比
較

　
二
三
一
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三
二

検
討
す
れ
ば
知
ら
れ
る
如
く
、
名
請
地
の
小
さ
な
農
民
程
、
畠
地
の
み
の
名
請
農
民
数
の
占
め
る
比
率
が
大
き
い
。
と
い
う
こ
と
は
、
最

も
自
立
の
遅
れ
た
被
官
百
姓
程
畠
作
地
の
み
の
名
請
を
主
体
と
す
る
こ
と
を
示
し
て
お
り
、
被
官
百
姓
の
成
長
は
、
そ
の
経
営
地
規
模
の

増
大
と
共
に
、
水
田
耕
作
を
、
そ
の
経
営
内
容
に
含
み
こ
ん
で
行
く
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
し
て
、
い
っ
ぽ
う
に
、
前
述
の
如
き
、
な

お
強
固
な
御
館
経
営
を
残
し
つ
つ
も
、
他
方
で
は
、
そ
の
崩
壊
の
様
相
が
、
こ
の
よ
う
な
形
で
、
明
確
に
現
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ

る
。
か
く
し
て
、
中
上
層
は
、
こ
れ
ら
の
、
被
官
百
姓
の
自
立
化
の
現
象
の
、
対
極
と
し
て
現
れ
る
御
館
経
営
の
崩
壊
し
つ
つ
あ
る
、
又

は
崩
壊
。
変
質
し
た
階
層
と
し
て
理
解
出
来
る
。
以
上
の
こ
と
か
ら
、
中
層
農
民
階
層
は
、
そ
れ
自
体
、
小
農
民
自
立
の
動
向
を
集
中
的

に
表
現
し
て
お
り
、
経
営
面
か
ら
い
え
ば
、
何
れ
に
せ
よ
、
家
族
労
働
の
み
に
ょ
る
自
営
農
で
あ
ろ
う
こ
と
は
、
い
う
ま
で
も
な
い
こ
と

で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
2
）

　
以
上
の
検
討
を
、
太
閤
検
地
以
前
に
お
い
て
求
め
る
な
ら
ば
、
史
料
的
に
は
、
「
天
正
七
年
肥
口
H
口
］
内
神
長
殿
知
行
御
検
地
帳
」
し

　
か
な
い
。
こ
れ
に
つ
い
て
若
干
考
察
す
る
と
、
次
の
如
く
で
あ
る
。
こ
の
、
検
地
は
年
貢
一
口
同
で
あ
る
貫
文
山
口
同
の
改
出
u
加
重
の
た
め
に

　
行
わ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
現
に
、
九
一
％
余
の
改
出
を
実
現
し
て
い
る
。
即
ち
、
表
⑧
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
、
こ
れ
だ
け
の
改
出
を
可

　
能
に
し
た
よ
う
な
生
産
力
の
発
展
が
あ
っ
た
こ
と
を
、
ま
ず
示
し
て
い
る
。
次
に
、
本
来
、
こ
の
時
点
以
前
に
於
い
て
、
基
本
階
層
で

　
あ
っ
た
名
主
は
、
そ
の
経
営
内
に
、
田
畠
を
始
め
、
屋
敷
を
も
ち
、
さ
ら
に
、
恐
ら
く
は
、
採
草
地
た
る
林
を
、
地
付
山
と
し
て
含
ん

　
で
い
た
で
あ
ろ
う
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
屋
敷
に
関
し
て
は
、
必
ず
、

　
　
「
家
壱
軒
諸
役
有
公
方
へ

　
　
　
　
　
八
升
蒔
屋
敷
　
　
　
同
人
　
」



　
　
「
家
壱
間
諸
役
有

　
　
　
　
　
仁
升
蒔
屋
敷
　
　
　
同
人
　
」

　
と
い
う
記
載
型
式
に
な
っ
て
い
る
こ
と
が
、
右
の
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

　
し
か
し
、
基
本
階
層
が
、
右
の
如
く
で
あ
っ
た
に
せ
よ
、
ま
た
、
基
本
階
層
維
持
の
意
図
に
変
り
が
な
か
っ
た
に
せ
よ
、
改
出
を
効
果

　
的
に
行
う
た
め
に
は
、
そ
の
程
度
に
差
は
あ
れ
、
現
実
の
経
営
関
係
を
無
視
す
る
こ
と
が
出
来
な
い
の
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
表
⑧
は
、

　
生
産
力
の
発
展
に
伴
い
、
そ
の
基
礎
構
造
の
変
動
し
つ
つ
あ
る
姿
を
、
如
実
に
示
し
て
い
る
と
い
え
る
。
即
ち
、
基
本
階
層
以
外
の
、

　
農
民
が
記
載
さ
れ
、
殊
に
、
「
縫
殿
左
衛
門
被
官
」
「
小
作
四
郎
左
衛
門
」
の
如
き
、
記
載
が
典
型
的
で
あ
る
が
、
被
官
百
姓
が
、
少
な

　
か
ら
ず
、
記
帳
さ
れ
る
に
至
っ
て
い
る
。
こ
の
状
態
が
、
こ
れ
よ
り
一
〇
年
間
進
展
し
た
と
き
に
、
恐
ら
く
は
、
本
項
で
み
た
如
き
様

　
相
を
示
す
に
至
っ
た
も
の
と
考
え
る
こ
と
が
出
来
る
だ
ろ
う
。

　
以
上
に
於
い
て
、
わ
れ
わ
れ
は
、
天
正
一
〇
年
代
の
、
農
民
層
を
三
つ
の
階
層
に
於
い
て
検
討
し
て
来
た
。
と
こ
ろ
で
、
こ
の
階
層
性

を
前
提
に
、
「
失
人
」
及
ぴ
「
太
閤
検
地
」
の
諏
訪
に
お
け
る
意
義
を
確
定
す
る
必
要
が
あ
る
。

　
近
世
初
頭
に
お
け
る
農
民
離
村
の
問
題
は
、
一
に
、
諏
訪
の
み
の
問
題
だ
け
で
な
く
、
一
般
的
全
国
的
問
題
で
あ
る
こ
と
は
、
す
で
に
、

周
知
の
事
で
あ
る
。
そ
の
揚
合
、
多
く
の
指
摘
は
、
戦
乱
期
に
お
け
る
農
業
経
営
の
不
安
定
に
そ
の
理
由
を
み
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
筆

者
は
、
そ
の
一
般
的
見
解
は
、
経
済
的
現
象
の
原
因
を
、
経
済
外
的
理
由
に
求
め
る
こ
と
と
な
る
不
合
理
を
犯
し
て
い
る
と
い
う
観
点
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
3
）

下
に
、
そ
の
理
由
は
、
基
礎
構
造
の
変
革
に
伴
う
経
済
的
動
向
に
求
む
る
べ
き
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
た
こ
と
が
あ
る
。
こ
の
点
に
つ
き

表
⑥
か
ら
検
討
を
始
め
よ
う
。
ま
づ
明
ら
か
な
こ
と
は
、
「
失
人
」
は
決
し
て
、
下
層
百
姓
で
は
な
い
の
で
あ
っ
て
、
「
上
層
」
百
姓
に
圧

　
　
　
　
　
幕
藩
制
的
秩
序
の
形
成
過
程
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
三
三
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倒
的
に
多
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
さ
き
に
、
ふ
れ
た
如
く
、
W
、
V
が
、
記
載
に
つ
い
て
、
「
失
人
」
と
肩
書
さ
れ
て
い
な
い
も
の
が
、
事
実
「
失
人
」
”
無
主
地
と
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
　
　
　
　
〔

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
っ
て
い
な
い
も
の
と
し
て
も
、
事
態
は
変
ら
な
い
。
即
ち
、
そ
れ
は
、
「
失
人
」
記
載
が
欠
け
て
い
る
揚
合
の
み
に
つ
い
て
、
1
に
事
実

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔

　
上
包
含
さ
れ
て
し
ま
う
か
ら
で
あ
る
。

　
こ
の
「
失
人
」
が
圧
倒
的
に
、
上
層
1
1
御
館
百
姓
に
多
い
と
い
う
こ
と
は
、
決
し
て
、
そ
の
「
失
人
」
の
理
由
を
、
社
会
的
不
安
の
み

に
還
元
出
来
な
い
こ
と
を
意
味
す
る
。
そ
れ
は
、
や
は
り
、
基
本
的
に
は
前
述
の
よ
う
な
御
館
経
営
の
崩
壊
過
程
の
現
象
と
し
て
理
解
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
中
～
下
層
農
民
の
「
失
人
」
に
よ
っ
て
支
持
さ
れ
る
。
つ
ま
り
、
中
～
下
層
の
「
失
人
」

　
　
コ

は
、
H
の
農
民
に
典
型
的
で
あ
り
、
そ
れ
は
表
⑥
よ
り
明
ら
か
な
如
く
、
実
に
、
一
〇
人
の
う
ち
、
九
人
迄
が
、
畠
の
み
の
名
請
百
姓
で

　
　
〔

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

あ
る
と
い
う
注
目
す
べ
き
特
徴
を
も
っ
て
い
る
。
即
ち
、
H
の
農
民
は
、
御
館
経
営
の
崩
壊
と
い
う
基
本
動
向
を
前
提
に
、
そ
の
「
御
館
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔

と
共
に
「
失
人
」
と
な
っ
た
と
こ
ろ
の
、
未
だ
隷
属
性
の
強
い
被
官
百
姓
だ
っ
た
こ
と
を
、
こ
の
事
実
は
示
し
て
い
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
こ
の
よ
う
な
「
失
人
」
は
、
歴
史
過
程
と
し
て
、
ど
の
よ
う
に
行
わ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
わ
れ
わ
れ
は
、
諏
訪
氏
が
、

天
正
年
間
、
新
軍
役
衆
と
新
印
判
衆
と
を
設
定
し
て
い
っ
た
事
実
と
、
そ
の
諏
訪
氏
が
、
こ
の
検
地
の
半
年
以
前
に
、
転
封
さ
れ
た
事
実

と
を
想
起
こ
さ
な
け
れ
ぱ
な
ら
な
い
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
次
の
よ
う
に
考
え
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
の
御
館
百
姓
は
、
恐
ら
く
、
こ
の
、
諏
訪

氏
に
よ
っ
て
新
た
に
編
成
さ
れ
た
軍
役
衆
乃
至
印
判
衆
だ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
と
。
そ
し
て
、
こ
れ
ら
の
軍
役
衆
・
印
判
衆
は
、
恐
ら
く
、

当
時
の
軍
事
力
強
化
の
時
代
的
要
請
の
上
に
、
諏
訪
氏
の
軍
役
衆
と
し
て
、
転
封
の
際
随
身
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
と
。

　
こ
の
よ
う
な
情
勢
の
下
に
、
太
閤
検
地
は
実
施
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
従
っ
て
、
そ
こ
に
展
開
さ
れ
た
農
民
把
握
は
、
そ
の
萌
生
し
つ
つ

　
　
　
　
　
幕
藩
制
的
秩
序
の
形
成
過
程
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
三
五
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三
六

あ
る
小
農
経
営
自
立
発
展
の
基
本
動
向
に
於
い
て
行
う
以
外
に
途
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
だ
か
ら
こ
そ
、
「
失
人
」
の
弟
や
血
縁
者
に
、

「
失
人
」
の
名
請
地
全
て
を
名
請
さ
せ
る
の
で
は
な
く
、
残
余
の
地
は
無
主
地
と
し
て
も
そ
の
新
名
請
人
が
、
小
農
と
し
て
経
営
可
能
な

程
度
の
み
を
名
請
さ
せ
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
以
外
に
、
年
貢
搾
取
は
不
可
能
だ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

　
も
ち
ろ
ん
、
全
て
の
御
館
百
姓
が
「
失
人
」
と
な
っ
た
の
で
は
な
い
。
そ
れ
故
、
依
然
と
し
て
、
御
館
被
官
関
係
が
残
存
し
て
い
た
だ

　
ろ
う
。
し
か
し
、
特
徴
的
な
こ
と
は
、
こ
の
期
以
後
は
、
も
は
や
、
彼
ら
は
、
御
館
と
し
て
は
発
展
出
来
な
い
こ
と
で
あ
る
。

　
以
上
、
述
べ
た
如
く
、
諏
訪
の
天
正
年
間
の
基
礎
構
造
は
、
大
き
な
変
革
期
に
あ
っ
た
の
で
あ
り
、
そ
れ
を
、
諏
訪
氏
の
転
封
が
非
常

に
大
き
く
促
進
さ
せ
る
要
因
と
な
る
い
っ
ぽ
う
、
太
閤
検
地
は
、
正
確
に
、
そ
の
基
本
動
向
を
把
え
、
今
後
の
諏
訪
の
基
礎
構
造
展
開
の

礎
と
し
た
の
で
あ
っ
た
。

　
右
の
変
動
が
、
前
述
の
如
き
基
本
動
向
に
よ
っ
て
支
え
ら
れ
る
以
上
、
そ
の
変
動
は
、
急
激
に
は
や
ま
な
い
。
慶
長
一
八
年
三
月
日
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
％
）

諏
訪
因
幡
守
が
、
幕
府
奉
行
衆
に
あ
て
た
「
信
州
諏
訪
郡
高
辻
」
に
ょ
れ
ば
、
諏
訪
七
九
ケ
村
に
付
き
、

　
　
「
高
辻
合
弐
万
六
千
九
百
九
拾
四
石
壱
升
七
合
、
．

　
　
　
此
内
毛
付

　
　
　
　
合
壱
万
九
千
百
五
拾
六
石
参
斗
壱
升
壱
合
四
夕
」

で
あ
る
。
即
ち
毛
付
高
は
本
高
の
七
〇
％
に
す
ぎ
ず
、
依
然
と
し
て
、
三
〇
％
が
、
毛
付
不
可
能
と
な
っ
て
い
る
。
そ
の
個
肉
の
村
に
っ

い
て
は
、
す
で
に
報
告
せ
ら
れ
て
い
る
が
、
一
般
的
に
、
農
村
に
於
い
て
は
、
平
野
部
が
、
毛
付
率
が
少
な
い
と
い
う
特
徴
を
も
っ
て
い

る
。
こ
の
こ
と
は
、
前
述
の
変
動
が
、
平
野
部
に
於
い
て
、
殊
に
著
し
く
展
開
し
た
こ
と
の
証
左
で
あ
る
と
い
え
る
。



　
こ
の
情
勢
の
下
に
、
展
開
し
た
日
根
野
の
政
策
は
、
殆
ど
不
明
で
あ
る
が
、
中
に
特
徴
的
な
も
の
が
次
の
掟
で
あ
る
。

　
　
「
　
あ
ん
、

　
　
一
、
神
戸
む
ら
四
百
五
十
石
、
た
か
た
う
一
さ
く
七
物
な
り
に
あ
つ
け
申
候
、
ゆ
た
ん
な
く
、
ね
ん
く
と
う
さ
た
し
候
ぺ
く
候
事
。

　
　
一
、
此
う
ち
な
か
れ
は
の
事
、
せ
っ
か
く
つ
く
り
つ
か
ま
つ
る
へ
く
候
、
か
は
う
せ
の
事
つ
か
せ
申
へ
く
候
、
あ
き
け
の
う
ゑ
に
て
、

　
　
　
け
ん
み
を
さ
せ
、
と
り
申
へ
く
候
事
、

　
　
一
、
た
い
し
ょ
う
い
ん
ふ
ん
、
の
そ
み
し
た
ひ
、
つ
く
り
候
へ
く
候
、
こ
れ
も
あ
き
け
ん
み
し
て
、
と
り
申
へ
く
候
事
。

　
　
一
、
み
し
ん
か
た
事
た
う
、
す
ヘ
ニ
リ
ふ
ん
な
し
に
、
お
さ
め
つ
か
ま
つ
る
へ
き
事
、
う
せ
人
の
も
の
共
、
い
つ
れ
も
三
人
の
も
の

　
　
　
と
し
て
、
め
し
か
へ
し
候
へ
く
候
事
。

　
　
一
、
か
ひ
や
う
へ
、
少
内
両
人
け
ん
み
之
ち
ゃ
う
に
て
、
さ
ん
よ
う
候
へ
く
候
事

　
　
慶
長
三
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
神
戸
百
姓
中
、

　
　
　
　
　
　
三
月
廿
一
日
　
（
黒
印
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
与
右
衛
門

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
源
七
郎

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
神
七
郎

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
％
）
」

　
神
戸
村
は
、
天
正
一
八
年
、
及
び
慶
長
一
八
年
の
高
辻
帳
で
、
何
れ
も
村
高
四
四
〇
石
で
あ
り
、
慶
長
一
八
年
の
毛
附
高
は
二
〇
八
石

四
斗
七
升
と
な
っ
て
い
る
。
そ
れ
に
対
し
、
高
四
五
〇
石
に
結
ぴ
一
作
七
つ
物
成
に
定
め
て
、
農
民
三
人
に
「
預
け
」
て
い
る
の
で
あ
る
・

　
　
　
　
　
幕
藩
制
的
秩
序
の
形
成
過
程
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
三
七



　
　
　
　
　
一
橋
大
学
研
究
年
報
　
社
会
学
研
究
　
4
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
三
八

流
れ
場
及
び
大
正
院
分
の
検
見
部
分
を
除
い
て
、
結
局
、
年
貢
高
三
一
〇
石
を
請
負
わ
せ
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
新
封
の
大
名
と
し
て
、

事
実
上
、
貢
相
賦
課
の
方
法
は
、
当
面
こ
の
よ
う
な
方
法
以
外
に
不
可
能
だ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
こ
の
方
法
は
、
決
し
て
、
旧

来
の
村
落
支
配
を
そ
の
ま
ま
容
認
し
て
い
る
と
い
う
評
価
は
正
し
く
な
い
。
そ
れ
は
、
ま
ず
、
前
述
の
よ
う
な
、
基
本
動
向
が
、
依
然
と

し
て
継
承
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
、
要
因
と
し
て
考
え
ね
ば
な
ら
な
い
し
、
ま
た
、
こ
こ
に
賦
課
さ
れ
て
い
る
年
貢
高
が
、
殆
ど
負
担
不
可

能
に
近
い
程
の
高
さ
で
あ
り
、
決
し
て
、
い
わ
ゆ
る
「
作
合
い
」
を
可
能
に
し
え
な
い
で
あ
ろ
う
か
ら
で
あ
る
。

　
し
か
し
、
又
反
面
で
、
日
根
野
の
郷
村
支
配
が
、
こ
の
よ
う
な
形
の
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
慶
長
五
年
ま
で
続
い
た
そ
の
支
配
も
、

太
閣
検
地
以
外
、
そ
れ
程
の
成
果
を
収
め
え
な
い
う
ち
に
、
終
了
し
た
で
あ
ろ
う
こ
と
は
、
予
想
に
難
く
な
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
（
1
）
　
天
正
一
八
年
以
前
、
頼
忠
の
下
に
参
集
し
た
諸
武
士
の
う
ち
、
「
藩
譜
私
集
」
（
2
2
、
2
3
、
2
4
）
に
よ
っ
て
知
り
う
る
分
に
つ
い
て
は
、
次
の
如

　
　
く
で
あ
る
。
な
お
、
藩
譜
私
集
は
、
天
保
年
間
、
鵜
飼
伝
右
衛
門
盈
進
の
著
し
た
、
藩
士
の
家
譜
集
で
あ
り
、
若
干
の
欠
除
部
分
が
あ
る
た
め
に
、

　
　
記
載
は
充
全
で
な
い
。
従
っ
て
、
次
の
表
も
、
同
じ
欠
陥
を
も
っ
て
い
る
。

（5》　（4）　（3）　（21　（11

人
千
　
野

山
　
中

赤
　
詔

牛
　
山

両
　
角

内周兵内昌
記防部記房名

旧旧有旧

武武賀

　
歴
城
主
田
臣
田
臣

　
所
　
　
　
　
　
領

八
○
○
石

二
三
〇
石

奉
行
職
一
〇
〇
石

横
内
郷
二
住
後
移
赤
沼
郷

五
〇
石

住
上
桑
原
郷

二
〇
〇
石

上
州
供
奉

上
州
供
奉
セ
ズ

日
根
野
二
仕
ウ

上
州
供
奉

後
浪
人
シ
テ

　
住
古
田
邑

諏諏千尼諏本
　　　子　　葉家
訪訪流臣訪貫
58　43　35225上頁
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両
角
惣
兵
衛

両
角
伝
兵
衛

両
角
筑
後

三
沢
五
兵
衛

三
沢
主
膳
売

武
井
郷
右
衛
門

三
輪
左
平
次

有
賀
重
右
衛
門

高
山
甚
丞

菅
沼
磯
右
衛
門

菅
沼
甚
五
左
衛
門

宮
　
　
下
　
　
某

久
保
島
庄
右
衛
門

河
西
八
兵
衛

三
村
新
右
衛
門

小
平
浅
太
夫

岩
本
勘
兵
衛

旧　旧　旧

武　武　武

i
日

1
日

田
臣
田
臣
田
臣

武
田
臣

武
国
臣

（
弟
）
旧
武

田
臣

　旧　旧　　旧　　旧　　旧

↓武武釜武武
浪田田原田田
人臣臣　臣　臣　臣

幕
藩
制
的
秩
序
の
形
成
過
程

住一住一住
古○古○埴
田○田○原
村石郷石田
　　　　郷

一
四
〇
石

御
合
力
米
賜

住
西
堀
郷

住
武
居
郷

一
五
〇
石

住
神
戸
郷

五
〇
石

一
〇
〇
石

三
〇
俵

足
軽
小
頭

御
米
御
用

上
州
供
奉

上
州
供
奉

後
浪
人

上
州
供
奉

上
州
供
奉

後
浪
人

　　　　　甲近美美美信諏尾　　　　甲美

　　　　　州江濃濃濃州訪張　　　　 州濃
20中14214413713011811511110710495　93　87　84　71　67　60

二
三
九
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一
橋
大
学
研
究
年
報

小
出
藤
四
郎

諏
訪
右
衛
門

千
　
野
　
房
　
清

上
原
源
右
衛
門

川
瀬
瀬
左
衛
門

松
村
弥
　
一

小
　
平
　
信
　
正

保
　
廷
　
河
　
内

藤
森
嘉
右
衛
門

小
平
甚
五
右
衛
門

溝
口
又
左
衛
門

矢
崎
兵
太
夫

　
社
会
学
研
究

旧
武
田
臣

旧
武
田
臣

大
熊
花
岡
城
主

旧
信
長

後
　
浪

［
日

1
日

人臣

武
田
臣

武
田
臣

旧
武
田

旧
武
田

臣臣
4

二
六
〆
文

一
五
〇
石

下
金
子
郷
住

＝
二
〇
〇
石

一
四
〇
石

古
田
邑
住

一
〇
〇
石

上
原
村
住

千
野
郷
住

五
〇
石

五
〇
石

一
五
〇
石

後
浪
人

上
州
供
奉

後
浪
人

後
浪
人

上
州
供
奉

上
州
供
奉
セ
ズ

上
州
供
奉

信信尾諏諏奥奥奥

州州張訪訪
列・［　少H　　州卜1

1351268681下14914313612510981　76　51

二
四
〇

　
以
上
に
知
ら
れ
る
三
四
例
に
つ
い
て
み
れ
ば
わ
か
る
如
く
、
主
要
な
部
分
は
、
武
田
氏
の
魔
下
と
し
て
編
成
さ
れ
て
い
た
も
の
で
あ
っ
た
。
し
か
も
、

　
少
な
か
ら
ざ
る
例
に
、
古
田
、
金
子
、
上
原
、
千
野
、
桑
原
、
埴
原
田
等
の
各
地
に
居
住
し
て
い
る
こ
と
が
記
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
こ
と
は
、
武
田

　
の
家
臣
化
し
、
か
つ
、
こ
の
初
期
の
諏
訪
氏
の
権
力
の
基
礎
と
な
っ
た
給
人
層
が
、
強
い
在
地
性
を
も
っ
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

（
2
）
　
上
社
神
長
官
家
文
書
（
1
5
1
5
3
）

（
3
）
　
諏
訪
家
譜
、
頼
忠
の
条
（
2
7
ー
飢
）



（
4
）

（
5
）

（
6
）

（
7
）

（
8
）

（
9
）

（
1
0
）

（
1
1
）

（
1
2
）

（
1
3
）

〔7）　｛6）　（5｝　（41　〔3〕　（2｝　11〕

信
濃
史
料
　
巻
十
五
、
同
年
月
日
条
。

諏
訪
家
文
書
（
1
6
1
7
）

諏
訪
家
譜
所
収
文
書
（
1
6
－
7
2
）

千
野
文
書
（
1
6
－
1
7
）

小
沢
文
書
（
1
6
1
3
6
）

藩
譜
私
集
所
収
（
2
2
1
7
5
）

千
野
文
書
（
1
6
1
2
1
）
　
　
　
　
．

神
氏
系
図
（
2
8
1
2
1
）
神
長
守
矢
氏
系
譜
（
2
6
1
6
2
）

神
長
官
家
文
書
（
1
5
1
5
1
）

以
下
、
宛
行
状
、
及
ぴ
法
度
に
つ
い
て
表
記
す
る
。

年
　
代

天
正
1
0
年

　
　
〃

　
　
〃

天
正
1
1
年

　
　
〃

　
　
〃

　
　
〃

史
料
名

小
平
儀
太
夫
宛

小
沢
源
七
郎
宛

篠
原
六
之
丞
宛

河
西
佐
渡
安
宛

随
竹
庵
宛

踏
出
文
右
衛
門
尉
宛

副
祝
山
田
新
七
郎
宛

幕
藩
制
的
秩
序
の
形
成
過
程

　　　　　宛””””””行
　　　　　状

二
四
一



α7》　α〔蹴　α5）　（14）　α鋤　　〔吻　　（1』D　　（10）　（9）　（8）

一
橋
大
学
研
究
年
報
　
社
会
学
研
究

　
　
〃

　
　
〃

天
正
1
2
年

　
　
〃

天
正
1
4
年

天
正
1
1
年

　
　
〃

　
　
〃

天
正
1
0
年

天
正
1
7
年

井
之
坊
宛

藤
森
又
兵
衛
宛

小
井
出
藤
四
郎
宛

平
出
清
右
衛
門
宛

河
西
和
泉
守
宛

安
国
寺
門
前
衆
宛

仏
法
寺
宛

慈
雲
寺
宛

文
出
印
判
衆
宛

柳
沢
主
随
佐
宛

〃〃〃〃〃 4
預定禁定法
状書制書度

二
四
二

　
　
右
の
史
料
典
拠
は
次
の
如
く
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し

　
臼
け
　
小
平
文
書
（
1
6
1
2
5
）
　
　
⑭
　
辰
野
文
書
（
2
9
－
1
2
）
　
　
㈹
　
蕗
原
拾
業
　
四
八
巻
　
　
働
　
河
西
文
書
（
1
6
i
2
6
）
　
　
㈲
　
小
池
文

　
書
（
1
6
－
3
7
）
　
㈲
飯
田
文
書
（
1
6
1
3
7
）
　
ω
副
祝
家
文
書
（
1
5
1
鵬
）
　
⑧
挑
井
文
書
（
2
9
1
3
）
　
働
藤
森
文
書
（
2
6
1

　
9
8
）
　
　
q
①
　
工
藤
文
書
（
1
6
－
1
4
）
　
　
鋤
　
平
出
文
書
（
1
6
1
3
7
）
　
　
働
　
河
西
文
書
（
1
6
1
2
6
）
　
　
働
　
安
国
寺
文
書
（
お
1
5
2
）

　
凹
　
仏
法
寺
文
書
（
1
6
1
5
3
）
　
　
㎜
　
矢
島
文
書
（
1
6
1
7
8
）
　
　
U
m
　
飯
田
文
書
（
1
6
1
3
7
）
　
　
U
℃
　
上
社
大
祝
家
文
書
（
1
5
1
糾
）

（
1
4
）
　
飯
田
家
文
書
（
1
6
1
3
7
）

（
1
5
）
　
同
右
（
1
6
1
3
8
）

（
1
6
）
　
諏
訪
家
譜
、
頼
忠
・
頼
水
の
条
。



ζ

（
1
7
）

（
1
8
）

（
1
9
）

（
2
0
）

（
飢
）

（
2
2
）

（
2
3
）

（
餌
）

（
2
5
）

塩
沢
区
有
文
書
（
3
1
i
1
）

北
大
塩
区
有
文
書
（
3
0
）

真
志
野
区
有
文
書
（
3
0
）

中
沢
区
有
文
書
（
3
1
1
翅
）

諏
訪
郡
諸
村
並
旧
蹟
年
代
記
（
1
4
－
5
6
）

守
矢
家
文
書
（
1
2
1
1
）

拙
稿
「
藩
制
史
の
諸
問
題
」
（
歴
史
学
研
究
二
三
一
号
）

山
中
家
文
書
（
1
2
1
1
）

神
戸
区
文
書
（
1
6
－
4
4
）

応
の
帰
結

　
以
上
、
項
を
分
っ
て
、
武
田
．
諏
訪
．
日
根
野
三
代
の
支
配
に
お
け
る
諏
訪
の
、
地
域
支
配
の
構
造
を
見
て
来
た
。
そ
の
そ
れ
ぞ
れ
の

段
階
に
お
け
る
特
徴
は
、
行
論
中
に
ま
と
め
て
来
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
再
録
の
必
要
は
な
い
だ
ろ
う
。

　
た
だ
、
総
括
的
に
、
検
討
し
た
揚
合
、
筆
者
が
本
稿
で
扱
っ
た
素
材
は
、
後
進
地
に
お
け
る
幕
藩
制
的
秩
序
の
成
立
過
程
の
一
っ
の
典

型
を
示
す
も
の
と
考
え
る
。
こ
の
揚
合
、
後
進
地
と
い
う
概
念
は
、
そ
の
権
力
構
成
の
側
面
に
お
い
て
も
、
ま
た
基
礎
構
造
展
開
の
側
面

に
お
い
て
も
、
幕
藩
制
的
秩
序
を
、
内
発
的
必
然
と
し
て
生
み
出
し
え
な
か
っ
た
地
域
類
型
を
さ
し
て
い
る
。
従
っ
て
・
そ
の
幕
藩
制
的

秩
序
の
形
成
は
、
外
的
契
機
に
よ
っ
て
内
的
発
展
を
展
開
・
促
進
し
、
両
者
の
か
ら
み
合
い
の
下
で
、
実
現
す
る
と
い
う
形
を
と
る
。

　
　
　
　
　
幕
藩
制
的
秩
序
の
形
成
過
程
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
四
三
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二
四
四

諏
訪
に
お
け
る
、
そ
の
外
的
契
機
は
　
武
田
氏
権
力
の
侵
入
で
あ
り
、
徳
川
．
北
条
権
力
の
圧
迫
で
あ
り
、
諏
訪
氏
の
転
封
で
あ
っ
た

の
で
あ
る
。
そ
れ
に
対
す
る
内
的
発
展
は
、
諏
訪
神
社
の
、
伝
統
的
権
威
の
動
揺
・
千
野
氏
を
代
表
と
す
る
戦
国
部
将
権
力
構
成
の
繭
生

と
発
展
、
地
侍
・
印
判
衆
の
在
地
農
村
か
ら
の
完
全
な
分
離
、
と
七
て
現
れ
て
く
る
。

　
こ
う
し
て
・
最
終
的
に
・
作
り
出
さ
れ
た
事
態
は
、
小
農
経
営
へ
の
生
産
力
的
基
礎
を
確
定
し
、
兵
農
分
離
を
強
行
．
実
現
し
た
と
ア
一

ろ
の
権
力
構
造
で
あ
り
、
こ
の
意
味
で
、
そ
れ
は
、
全
き
幕
藩
制
的
権
力
構
造
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
ア
〕
れ
を
、
諏
訪
氏
に
注
目
す
れ
ば
、

諏
訪
氏
の
関
東
転
封
は
、
少
く
も
、
0
ゆ
、
大
祝
権
威
と
、
諏
訪
氏
権
力
と
の
完
全
な
分
離
、
③
、
千
野
氏
の
戦
国
大
名
的
発
展
の
完
全
な

阻
止
、
⑥
、
完
全
に
兵
農
分
離
を
実
現
し
た
形
で
の
新
封
地
支
配
　
の
三
点
を
実
現
し
た
の
で
あ
る
。

　
従
っ
て
、
諏
訪
氏
権
力
も
、
譜
代
部
将
と
し
て
の
地
位
に
基
き
、
幕
藩
領
主
権
力
と
し
て
の
転
態
を
遂
げ
、
諏
訪
の
地
域
社
会
も
ま
た
、

日
根
野
氏
支
配
の
下
に
、
殊
に
、
太
閤
検
地
を
基
軸
と
し
て
、
幕
藩
制
的
秩
序
を
形
成
し
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。
．
｝
の
両
者
は
、
慶
長
六

年
の
諏
訪
氏
の
帰
封
に
よ
っ
て
結
合
し
、
諏
訪
藩
政
を
展
開
す
る
が
、
そ
れ
に
つ
い
て
は
、
稿
を
改
め
る
ア
】
と
と
す
る
。

　
な
お
、
本
稿
を
作
製
す
る
に
罫
り
、
史
料
蒐
集
の
上
で
諏
訪
教
育
会
、
諏
訪
史
談
会
の
多
く
の
方
々
に
援
助
を
う
け
た
こ
と
を
感
謝
し

　
て
附
記
す
る
。


